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反
對
し
た
の
で
あ
：る
。
然
ら

‘ぱ
メ
ミ
ス
は
商
業

Q

利
.益V

獨
.お
の
不
利
益

.と
に
何
れ
に
重
‘さ 

を
廣
い
、な
 

'か
と

.云
ふ
彼

.は
命
前
者

R
重
-
^
.を；置
い
ね
の

‘で
め
る
。

換
，言
す
れ
ぱ
獨
レ
：！
'は
不
可 

な
：る
：も
齒
.業
の
利
，益
は

-其
f
利
，を
償
ふ
て
餘
り
あ
る

€
云
ふ
に
あ
る
。
則
ち
彼
日
く
、

「

吾
人
の 

注
意
：を
！

^
ず
る

'
.の
は

.殖
民
地
賀
思
の
影
響

.ギ
其
貿
易
：
‘の
.獨
A:

ょら生於るを.
®
別す
 

る
じ
在
る
。

前
者
；

は
：：

常
に
，必
す
有
利
で
：あ.る
、後
奢
は
常
に
必
ず
，有

#
,
‘
で
あ
る
，
-

，
賀

，
易

：
の

利

綴
 

ほ
甚
だ
大
な
る
：

も

：り
-
.で、
假

令
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V
れ
が
.獨
占
で
あ
ジ
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て
も
、又
獨
占
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.の有
害
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影
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は
あ
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し
て
.も
而
も
大
遭
に
於
，て
利
益
で
も
ト
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大
な
る

.利
益
を
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ら
す
。
尤
も
其
利
織
の
度
は
獨
ト

n 

ジ 

ょ 

、J
 

合
.
.
に

，
‘，
比

す

れ

：
文

.
^
!
^
.
'
だ 

る

.
も

y

の

，•
.
で
.
•
る

」

w
o
. 

\/.J. .ch., Vll.'y 

V
o

】

.IJL

. 

p,. 

.
l
o

-

8

局

橋

誠  

*■■■ 0

m

.

.

.

ニ
：.

 

1
-

-:

 

.

.

 

..

r

羅

I
t

带

國

の

崩

滑

、蠻

民

侵

：赂

の

，時
，代

に

於

す

歐

洲

の

：
交
.易
は
.衰
.額
し
ま
，つ
て
殆
ん
ど
撑
減
い

‘ 

. 

.
,
-
;
M ..

す
る
に
至
ジ
た
。
而
し
て
：社
：會
が

m

圓

的
、封
，
建
，的

'藏
底
：の
上
：

改

.：造
せ
ら
れ

.
た
る
時
、莊
圓
及 

び
其

0

他
の
地
方
的
：單
位
は
親

.
濟
的
自
給
：自

足

を

原

則

？
せ
：る
社

.會
的
獨
，立
ゆ
単
位
，と
し
て 

組
織
せ
ら
れ
、又
力
出
，

.來
得
る
敝
，り

'斯
：く
の
如
き

.華
礎
の
上
に
，維
持
せ

6

n

.

f

e

o
彼
れ
等
め
開 

R

疋
課
の

.交

1
1
%

的
關
係

.を
：生

‘
‘

せ
：：

し
む
；る
が
爲
：め

は

、習
慣
ビ
所
耍
ど
、の
類
似
が
徹
ね
大
で 

あ

勞

の

發

達

が

餘

K
V 

n不
ナ
分

-
で
あ
：ウ
た
。

固
ょ

-
=
V

如
何
：な
も
時
代
に
於
，て
も
幾
分
の 

交
；易
は

‘：存

し

て

居

ク

，た
。

金
：凰
、®
、爹

毛

環

干

魚

及

：び
；其
の
他
の
，物

'品
は
®

々
辕
隔
の
地
方 

か
ら
誘
敎
せ
も
れ
た
。

，
辕
國

i
'
b
.の，精
巧

な

る
織
：
物
、
酒
：網
秀

料
、
寶
石

及
：：

び
：雜
多
な

る

物
：摩
に 

對
す
る

-0
耍
は

.猶
ほ
全
然

.消
滅

レ

去
る
こ
ビ
が
な
か
ウ

.
た
。

然
も
尙
は
中
世
初

期
：は
於
け
る
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ニ
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五
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經
濟
狀
態
に

&

.
つ
て
は
商
業
は
極
め
て
®
末
な
る
地
位
を
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
ウ 

て
、来
だ
自
給
自
足
を
：塞
：礎
ご
せ
る
經
濟
生
活
の

.內
部

.組
織
を
動
す
に

M

る
も
め
で
は
な
か
つ 

.た
"

彼
れ
等
を
結
合
せ
る
も
の
は
共
同
で
あ
つ
て
义
易
で
は
な
か
り
た
。

第
す
一
世
紀
ょ

b

し
て
：形
勢
は
徐
々
じ
變
化
し
た
。
商
業
は
容
積
に
於
て
、

®

做
に
於
て
、抱 

擁
す
：る
間
隔
，に

 

' 於

て

，
又

：
た

！
組

織

.

の
稍
度
に
於
て
增
加
し
た
。
槪
言
す
れ
ぱ
中
世
の
初
湖
を
通
：
 

じ
て
殆
ん
ど
他
に
類
例
を
見
ざ
る
迄
に
其
の
殘
蒋
す
る

M
J

大
な

b

し
併
太
利
亞
及
び
南
部
佛 

蘭
.
西
.
地
方

.
に
於
て
，交
易
ぱ
先
づ
，復
活
を
見

‘

た
。
而
し
是
れ
等
の
.地
方
ょ
ら
も
北
部
に
位
す 

.

る
諸
邦
國
に

.

現
れ

.
た
る
典
；の
發
達
は
南

4
^

商
人
の
活
動
に
曲
つ
て
喚
起
せ
ら
れ
た
.，
も
の
で
あ 

る
"

尙
は
：之
れ
を
時
弊
せ
る
他
の
動

.

因
は
人
口
の
增
加
，生
：

.
话
標

.

.準
め
昇
高
，エ
業
の
徵
達
、貨
幣 

の
：，使
：用
增
加
、特
に
：：叉

お

十

草

の

：時
：代
に
於
け
る
邊
隔
人
民
ビ
の
接
觸
に
由
り
て
生
じ
た
る 

.

.

.新
財
貨
，並
び
に
新
習
惯
及
び
新
，趣

ぐ

の

誘

入

で

あ

ク

是
れ
等
諸
事
項
の
大
多
數
に
蘭
し 

て
商
：業
の
發
達
は
結
跟
に
し
て
又
た
原
因

.
と
し
て
，現
れ
る
。
斯
く
て
交
為
は
エ
藝
品
の
生
齋

に
：由
ク
て
刺
激
せ
：ら
る

\

ご
同

.時
に
、工
業
の
發
達
は
市
場
の
開
設
に
依
ら
て
.促
進
せ
ら
れ
な

. 
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,

然
し
な
が
ら
ギ

ダ
ド
は
ぱ
の

.都
市
の
小
賣
業
を
獨
占
し
て
居
つ
た
。
英
國
都
市
に
於
け
る 

商

V

圓
體
は
興
鄉
に
對
し
て
强
烈
な
る
惜
惡
を
感
じ
、彼
れ
等
の
交
，

H勿
を
填
も
狭
小
な
る
服 

内
，レ
ポ
艮
を
ん
こ
ご
を
欲
し

.た
0
.
異
鄉
ほ
は
堪
に
ギ
ル
ド
マ
ン

L：

對
し
て
の
み
販
賣
を
行 

ひ
"ギ：ル
ド
授
し
く
は
公
權
威
に
仏
つ
て
楚
め
ら
れ
れ
る
其
の
他
の
制
規

U
服
從
す
る
を
條
仲 

と
し
て
卸
賣

i
mを
許

0
せ
ら
る
、
の：常
で
あ
ク
た
。
彼
れ
等
は
販
賣
の
目
的
を
以
て
，四
十
日 

、：^
上
，P

市
內
に
滞
狂
す
る
こ
ご
を
許
さ
れ
な

.か
ら
た
。
彼
れ
等
は
旅
舍
に
宿
泊
せ
ず
し
て
、或
 

る
都
市
商
人
の
家
に
密
•ザ
す
可
き
も
の
セ
あ
つ
れ
。

而
し
て
後
者
は
前
者
の
行
動
を
览
視
し
、

.其
の
客
人
の
不
法
：行

®

k

對
し
て
貴
任
あ
る
も
の
看
做
さ
れ
た
プ
是
‘れ

，

を
稱
し
て
っ
人
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有
力
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し
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級
、即
ち

.貴
族
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び
僧
侶
は 

外
國
貿
易
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援
識
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與
へ
て
ゐ
た
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市
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人
：々

じ
由

.'タ
て
遂

#

せ
ら
れ
な

-る
'業
務
が
同
舟
に
永
住
し
て
之
み
を
碟
營
せ
る

‘外
國
，人
の
韓

‘ 

を
受
け
、同
市
の
典
.同
資
擴
を
荷
へ

 

<> 

市
段
が
奪
减
し
ジ

 

>
め
る
の
事
賞
を
愁
：訴
せ
る
時
、國 

H
i

は
之
れ
に
干
涉
す
る
を
欲
し
な
か
ウ
た
。
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斯
く
て
幾
多

.
の
特

#
"
保
，晴
及
び
特
許
は

.政

.府
じ
由
り
て
外
國
商
人
、外
國
：都

市

び

j

般
外
國 

人

H

對

し

て

す

ら

，，發
♦

ら

れ

お

ゾ
I就
中
、最
も
顯
箸
な
る
も
の
は

I

千
三
百

.
9

三
年
を
以
て 

F
d

w
a

r
d

1

世

の

：
嫌

せ

；
；
る

.
謂
ゆ
る

；Ca
rta

 

M
e
rc

a
to

rJa

で
あ
る
。

此
の
勒
許
狀
は
：獨
逸
、佛

®

西
、g

班 

牙
、佛
お
牙
、ナ
グ
ア

I
 ニ

：！

ム
バ

-—
デ
ィ
、タ
ス

-
ネ

n  

—̂、グ
ロ

グ

ア
ン
ス
、力
タ
ロ

 

U

ア
バ
ク
ィ
ン
グ 

I

ン、ツ

|
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I
ス、力

I

シ
I
、ス
ラ
ン
ダ

I

ス、プ
ラ
パ
ン
ト
及
び
其
の
他
總
ぺ
て
の
異
鄉
ょ
シ 

英

國

に

；來
，る

商

人

の

平

和

ご

‘安
同
ど
を
目
ね
と
し
て
授

-搬
せ
ら
れ
；な
る
も
ウ
で
あ
る
。
此
の

‘ 

«

許
狀
は
是
れ
等
の
商
人
が
殆
ん
ど
凡
ゅ
る
神
類

3

財
貨
を
誘
入
し
膨
賣

.
t
る
を
許
し
、都

1.

市
. 

'に山
つ
て
取
ら
立
て
ら
る
る
の
な
ら
し
幾
多
の
通
；過
桃
及
び
納
附
の
支
拂
ふ

-
V

彼

U

等
を 

を
除

I
、ホ

R

に
對
す
る
ビ
等
し
く
異

‘鄉

K
,

に
對

.し
て
も
販

.
®
を
，行
ひ
、卸
.資
す
等
し
く
小
賣
を
一 

も
亦
.た

行

.ふ

の

許

可

を

彼

れ

等
：：

に

與
.
へ
た
。

^

は

土

着

の

商
.人

の

許

に

居
.：

偉

し
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；の

觸

在

を
'

m

l
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期
間
內
に
限
定

.
す
る
，：
の
必
要
か
ら
彼
れ
等
免
：除
し
た

"
.
都
市
及
び
市

.播
の
：有
司
は
是
：
 

れ
に
由

つ

て
商
慣
習
法
に
準
據
し
て
外
國
人
に
對

し
-
迅
速
な
る
判
決
を
下
す
可
き
こ
ビ

V
J
耍 

求
せ
ら
れ
、励
定
の
一
事
を
將
じ
任
命
し
：て
按
訴
を
聽
か
し

.む
る
こ

S

が
約
定
せ
ら
れ
た
。
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に
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的
事
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於
て
奮

0

の
地
方
的
、部
分
的
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■
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目
的
に
代
ゆ
る
に
國
民
的
利
害
を
以
て
せ
ん
こ
と

.を
求
め
た
。
彼
れ
は
從
艰
都
市
®
し
く
は 

都
市
ば
：め
.け
る

ダ

ゲ
ド
の
占
め
た
る
地
位
じ
國
民
全
體
を
置
か
ん
ご

し

た

‘.。國
民
的
思
料
は 

.前
代
猪
君
主
の
意
圓
及
が
：行

®
巾
に
蒋
せ
ざ
る
も
の
で
は
な
か
ジ
た
が
，

®
も
*
は̂
，
間
發
.的
じ 

追
‘求
せ
ら
れ
.た
に
過
ぎ
な
か
ゥ
た
。
，國
，せ

K

濟
の

.形
成
は
本
来
、政

沿̂
的
我
中
の
精
果
で
あ
る

"

雜
濟
力
の
總
栖
は
政
治
的
特
殊
：：利
益
，を

1

f
t
. 

全
：，體
の
：'目
：的
に
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せ

し
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る
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事
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世
に
始
ま
り
同
ミ
世
に
由
り
て
續
行
せ
ら
れ
：な
る
政
，货
は
永
織
す 

る\

こ
と
な
く
し
て
、總
が
て

.反

.
®
の
；時
代
に

.道
を
讓

'
 
つ
た

"

而
も
吾
人
は
此
の
時
代
に
於
て

B 

ろ
げ
な
が
ら
新
な
な
る
國
民
：的
政
策
の

.前
影
を
認
め
る
こ
ご
が

S

來
る
。
後
に
至
つ
て
マ
ァ 

力
ン
タ
ィ

A

 

•シK

ク
ム
と
し
て
知
ら
る
、
も
の
は
是
れ
で
あ
る

O
P
. 
r M

o
e
,

 

A

 

S
h
o
r
t

 

s
s
t
o
r
y

路
十
七
お
ニ
ニ
五
五

)

論

網

I
ヵ
シ
チ
ズ
ム
ァ

-ダ
"ム，®

スミス
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银
b
處

ニ

'ニ

OI 

Enwlisll 
<Lomnnerce 

a
n
d

 

Industry, 

3
rd. 

e
d
,

 

S
G
9
J

 

d
. 7" 1.)-

r

,
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.

.

第
十
五
世
紀
以
後
：に
及
ん
ャ
西
歐
の
通
商
は
新
た
な
る
性
質
を
有
す
る
に
至
り
た
。

ギ
ル 

ド
が
衰
黎
し
て
其
の
：勢
力
を
失
盤
し
ク

\

ぁ
る
間
に
、東
西
雨
洋
め
交
通
、新
大
陸
め
發
見
は
旭 

商
..

の
範
圓
を
擴
大
し
、廣
大
な
る
新
商
業
は
先
づ
西
班
牙
、葡
萄
牙
、

.次
い
で
，又
わ
英
吉
利
、佛
蘭
西
、
 

,

K

及
.
.
.ぴ.或
る
，謝
，迄

^
 

0
他
諸
，國
に
於
け
る

.，富
强
增

.加
の
基
底
ご

.
爲
り
.、其

.の
擴
張
に
對
す
る

. 

欲
望
は
植
民
地
建
設
の
主
要
な
る
動
機
ご
爲
ら
、斯
く
て
又
た
國
際
的
廣
爭
は
激
甚
ビ
爲
レ
、遠 

大
な

.

.る
結
果
を
有
す
る
戰
爭
は
激
成
せ
ら
る

〜

至
ウ
々
の
で
あ
る
。
如
可
な
る
ホ
た
に
伍 

ゥ
て
も
然
る
も
の
で
は
あ
る

が
、摊
に
中
世
初
勘
に
於
て
は
、移
政
家
及
び
商
人
は
交
易
の
制
規 

に
®

ウ
て
國
家
を
常
裕
な
ら
し
め
ん
す
る
の
努
力
を
息
ら
な
か
つ
た
。

而
し
て
之
れ
主 

た
.る

：： E
H

的
め

一
は
：，

貴
金
厕

s
^
の

給
に

®

ゥ
た
。

.彼
れ
等
は

'是
れ
を
以
て

.
縦
し
個
人
ぬ
る

W

國 

民
も

.
る
と
を
間
は
や
、其
の
物
質
的
繁
榮
の
主
要
な
る
原
因
に
非
ず
ビ
す
る
も
、之
れ
が

M

 ̂

る
，
.徵
，候
と
思

g

し
た
の
で
ぁ
る
。
貴
金
屬
の
輸
出
入
に

' 
關
す
る
制
斑
は
各
個
人
に
®
し
て
其 

の
生

I

産
す
可
物
、之
れ
を
生
産
す
可
き
方
法

>

其
の
受
く
サ
き
利
得

#

.び

に

K

の

利

得

を
滑

費

す
可

.さ
方
法
を
調
整
せ
ん
こ

V

を
企

•圆
せ
る
無
：數
の
條
例
-が
の
一
圓
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ 

つ
た
然
る
じ

V
a
s
c
o

 

d
a

 

G
a
m
a

及
び

C
o
l
u
m
b
u
s

の
航
海
は
從
来
第

！ ！

位
に
立
て
る
通
商
上
の 

 ̂
0
を
西
軟
諸
國
民
の
間
に
於
て
第

I

位

に

高

め

た

：，の

で

あ

る

。

贵
金
：脚

の

地

位

に

關
4.=̂

る 

理

論

及

び

.其

の

供

給

を

収

：得

す

：

る

最

，：2
1

の
-
^
法
は
或
る
殺

.度

..ま
で
國
策
の
決
定
者

W

爲

宣
 

0 
0
和
，を

け

は

し

；め
、P

民
の
：盛
衰
.を
.ー
來
さ
し
一
む
る
同
盟
者
の
向
背
を
：決
定
し
、又

な

々

に

し 

て
人
は
の
钱
住
に
影
響
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
爲
ウ
た
。

{Alfred 

Marshall, 

P
d
n
d
p
l
e
s

 

of 

w
o
o
. 

n
o
m
i
c
v
v
o
l
.

 

I , 

sth. 

e
d
,

 

1907, 

D. 

7
5
5
.)

-

:

繞

十

，

2

.
世

紀

Q

中

盤

.
に
：

1^
1::

る
：英

國

大

な

る

特

徵

は

を

が

全

.然

外

國

人

の

手
 

.
中

，，
に

.存

し

^

る

.の

事

；
賞

で

あ

る

。

一

千

四

五

十

年

以

前

じ

於

て

す

ら

市

政

府

器

し

く

は

個
 

:人

商

店

.
に

，屬

す

る

商

：船

が

時

折

英

画

の

：海

港

ょ

り

自

國

の

財

貨

を

糧

み

，
，
て

出

帆

し

、外

國

若

し
 

ぐ

，
は

英

國

の

他

の

地

方

の

其

一

れ

を

靠

し

て

歸

航

す

る

M

 

が

あ

つ

た

の

で

あ

る

が

、
此
の
種
の 

企

業

は

♦

律

次

第

に

韻

及

す

る

に

至

ウ

た

.，プ
，
ジ

ス

ト

ル

の

W
i

l
l

i
a

m

 

C
a

n
v

n
g

e
s

は

.
j

千

：s
r

百
，

 

六

十

1

年

に

海

船

十

雙

，を
；有

し

、同

市

の

S
t

u
r

m
y

s

は

‘略

タ

同

時

に

地

中

海

5

宇

と

貿

易

を

行

ふ
 

が

爲

め

に

初

め

て

英

國

船

を

彼

の

地

に

派
-

.
/

ハ
ル
の

J
p

h
n

 

T
a

v
e

r
n

e
r

はジエノグアの力ラッ

第十
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想
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ニ
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凯
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ヵ
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チ
？
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ア
ダ
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*
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ニ
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"
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ニ\rjl
ク
"グ

H
ネ
チ
ァ
の
槽
船
に

I

模
し
て
新
型
の

.船

.舶
を
建
造
し
た

。

'
 
第
十

H

世
紀
の
中
葉
に
於
て 

は
' 相
當
の
分
限
ご
看

.做
さ
る
可
き
商
人
の
數
は
：僅

.々

-
百

六

十

九

人

に

過

ぎ

，な

か

ジ

た

の

.で 

あ

る

が

、第

十

六

世

紀

の
‘初
め
に
於
て
は
少
く
ご
も
三
千
の
商
人
が
外
國
：寫
易

.に
從
事
し
、！
千 

六
ま

0

 

I:

年
に
は

.
和
嚴
貿
易
に
從
事
す
る
者
の
み
に
て
も
約
三
千
五
百
を
算
す
る
に

*へトー

0 

Z
O 

是
‘れ
‘等
の
商
人
は

®

‘來
：の
英
國
物
藍
に
加

i

て
、更
ら
'に

大

な

る

範

.：f
f
l
,ま
で
織
物
；類
を
輸

.出
‘せ 

る
が
故

'に、其
の
製
取
は
極
め

H
,

急
速
に
英
國
內
，に
於
て
増
加
し
ウ

、
‘
 
P
ウ
.
た
の
，で
あ
る

。

 ̂

毛
の

#

出
は

E
l
i
z
a
b
e
t
h

,
女
王
湖
に
於
て
：

S

の
跡
を
絕
り
に
至
っ
た
が
、織
布
の
輸
出
は
之
れ
を 

償
つ
て
條
あ
る

‘
も
の
で
あ
つ
た

0 

(
che

y
n
e
y
,

 

o
p
‘ 

cit" p. 

1
6
2
.)。

レ..E
l
i
z
a
b
e
t
h

の
治
世
は
海
上
に
，於
け
る
英
國
の

®

越
構
の
舉
礎
を
置
き
、植
民
：地
擴
張
の
©
代
を

開
始
せ
：る
の
故
を
以
て
：顯
著
な
る
と
同

§

に
妥

.王
及
び
其
の
勒
問

.が

®
：
ネ

な

る

，
雜

濟

的

.
板

-

:

.

.

.

\

 
ツ
-

.

■ 

■

....

.——

，广

-

を
救
濟
す
る
が
游
め
に
斷

‘乎
た
る
處
置
を
収
れ
る
の
事

.賞
に
ぬ

0

て
記
憶
せ
ら
る
可
さ
も
の 

で
.，

あ
：；

ぐ
^

安
王
の

.貧
闽
、國
；出

の

疲

弊

"貴

族

の

貧
.
.

觸
衰
類
、名
將
き

±

の
：缺
：乏
、無
.取

序

な

る

人

域

、
 

行
は
：れ
：ざ

る

.正
義
、
T
切

の

物

‘の
，不
廉
、衣

食

：の
資
潭
、肖

國

間

の

：分
：離
、f

國

と

の

戦

#

、一
:

足
を 

カ

レ

*
-
—仏
，を
.孩
路
.

Tiii: ~
n

に
：.

.さ
て
.找
‘ヵ

國

土

'お̂
跨
，ぎ
ウ
ぃ
\

あ
-る
：‘侧

王
''*.

不
'俱
，戴
.
.天
.
の
.
'敬
.國
.，̂

り
..

.
 

、

.. 

.

.
，

 

リ
-

驚

て、而
も
硫

f圓
不
變
の
灰
邦
な

&

こ
ビ

/
斯
く
の
如
さ
も
の
は

賞
！-

E
l
i
z
a
b
e
t
h

が
M
a
r
y

ょ

t

讓
ら 

れ
マ
る
：貴帝；で
あ
ウ
ね

 
0 

(
J
ames 

A
u
t
h
s
y

 

F
r
o
u
d
e
,

 

History 

of 

E
a
g
l
a
n
d

 

f
r
o
m

 

the 

Fall 
of w

o
l
s
e
y

 

.to 

th.?r}cfcat 

of-tha. .,'SDanish 

Afrnpda, 

v,01..'.vii, 

I
S
6
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p.. 

8.; p.i'ice》
o
p
’
cit., 
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1
2
2
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11=
.

し
て
女
王

,
,
;

.

.

,

.

.

.
:
■ 

, 

- 

:
 
:-
 

- 

: 

. 

. 

. 

..

.

. 

. 

. 

. 

,
i
, 

!
,
. ̂

„ 

-

.

.

.

. 

,

の
貨
幣
改
鶴
、徒
弟
條
例
及
び
救
貧
法
は
彼
の
女
が
是
れ
等
の
問
題
を
蔽
极

 
'ふ
に
際
レ
て
ボ

レ 

ね
.る
，
.
.能
力
と
政
事
的
丰
：腕
に

.對

ず

る

€
等
し
く

.父

.
た
彼
の
女
の
取
极
.：へ
る
問
週
の
重
大
な
ム 

し
ご

VJ.

を
立

‘管
す
も
も
の
で
あ
る
。

(

拙
寒
經
濟
學
史
研
究

y
x
.
E九年

.版

.ニ

一

一
頁

4

照)

。

也
方

f
f
l處
の

S

域
に

f
f
i入
し
、其
の
特
權
を
徹
囘
し
、，
國
民
的
思
料
を
以
て
地
方
的
ホ
害
に
代 

へ、
次第に炎政府

‘の
播
威
を
强
，調
す
る

.は
チ

A 

I
ド

\

王
朝
の

..特
'，色
で
あ
ウ
ね
。

此
の

K 

に
を
ご
同
适
朝

.はE
d
w
a
r
d

一
 

世
及
び
同
三
世
め
其
れ

i

額

®

せ
る
政
.策
を
遂
行
せ
る
も
の
で 

も
っ
て
、莊
圓
及
び
ギ
ル
ド
を
典
：型
と
せ
る
狭
小
强
直
な
る

.奮
f
t
會
ー
の
倒
.填
に
對
し
て
有
力
な 

る
彼

#

を

.
0
へ
力
の
で
あ
る
。
强
大
な
る
政
府
は
今
や
彼
れ
#
じ
代
ウ
て
商
工
紫
の
海
步
を 

旨
寡
せ
ん
さ
し
ウ

/
あ̂
る

‘の
'で
あ
る
。

-然
し
な
が
ら
チ
ユ

t

ド
ル
餓
王
の
時
代
に
於
て
經
濟
的 

法
，動を

.刺
激
じ
、統
制
せ
.る原
理
は
前
代
の
國
策
を
吸
引
し
ク

 

> 
あ
ね
し
露
大
な
る
本
能 

司
，1

で
な
い
。

マ

1

.タ
ン
ク
ィ
ぐ
シ
ス

*

ダ

M.は
設
令
ひ
是
れ
に
由

◊

て
個
人
的
ね

t

め
し
く
ほ

第
十
ざ

n

 

ニ五九

)

論

M

マ
1
ヵ
ン
す
リ
ズ
と
ア
ダ
ム
ク
ミ
ス

.
 

第

ぉ

锁

U
:

八
五



1

筋-
H
#

 

(

ニ 
H

§

論

眺

I

カ
ン
チ
リ
ズ
ム

w

ア
ダ
l

i
 

‘ 

第
i
 

ニ
，と
、

國
，民

的

充

賞

が

國

，力
：に

對

し

て

犧

牲

た

ら

し

め

&

る
.：
 

> 
も
、I

;
國民

：：..

に

取

ク

て

當

な

，る
摘
：德 

な
：.

.
.
.

做

す

の

信

念

は

チ

ユ
I

ド
ダ
玉
朝
*
び
に
ス
チ

ュ
y 

I
ト
王
朝

0

共
有
す
る
所
で
あ 

H
e
n
r
y

七
世
は
充
賞
を
念

'と
せ

も

此
の
國
の
奮
政

®

を
機
め

.

t

強
大
を
旨
ど
ず
る
に
，筆 

つ
た
く
#
せ

る

ガ
B

a
c

o
a

の
所
言
は
簡
單
に
此
の
政
策
の
：原
.禅
を
述

ベ

た
る

も
の
で
あ
る
。
 

蓋
-し
充
賞
を
目
的

.

.ぜ
る

E
d
w
a
r
d

三

世

の

經

：微

政

策

は

消

費

者

：の
：利
，辟
を
i

慮

せ

る

.も

.

の
：で 

あ

ウ

ね

し

然

る

に

ブ

！

力
：，

ン

タ

ィ

ル

。
シ
ス
i

は
：幾
多
の
富
裕
を
犧
牲
と
し
て
，國
力
の
象
徴 

及
び
條
仲
ビ
し
て

iii

鹿
者
の
利
霖
を
求
め
た
の
で
め
る
。

(pdoe, 

op. 

d
t
,

 

pp* 

I2
3
,I2

4
.r 

.
t
f 

• r

 

國
防
は
富
裕

i
 -

o

ぁ

重
大
な

-o.」
と
.觀
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

マ
I
.力
.ン
チ
タ

X
ふ
：：

0

;

#礎
を
成
せ
：る

.推

.，K

は
國
カ
を
以
て
絕
對
に
貴
金
屬

の
..

永
績
的
大 

■

に
依
？

、ご

f

も
の
で
も

.る0
貴
金

.屬

は

J

般
s

f

ら
る
、
所

t

の
で
あ

.=/ 

そ
は
財
貨

U

對
す
る
支
挪
，

.
し
て
常
に
受
納
せ

.
,
.る
、
も
の
で

♦

り
、又
た
富
は
槪
し
て
貨
艘 

の

S

に
：於
て
評
低
せ
ら

J

の
事
實
が
普
く
認
め
ら
れ
た
。

f

て

S

牙
：及
び

I

牙 

が
新
大
陸
ょ
な
金
：銀
の
：潤
得
な
る
供
絵
を
受
け
ら
、

f

し
間
ぱ
富
强
々
り
し

も

の
,
，

看
液 

さ

れ

ナ

.
正
金
は
特
ド
戦
争
に
際
し
て

.入
用
な
一
る
も
の
で
め
る
。

而
し
て
戰
爭
の
，頻
繁
な
，タ

jf'iry 
ノ

し

f

t
に
於
て
、平
時
に
於
け

‘る

a

民
的
政

.策
最
高
の

.目
的
は
國
寧
及
び
人
民
の
財
囊
ホ
に

0 

金
を
讚

9

す
る
に

 ̂
hy 
i
t
感
せ
ら
れ
た
こ
は
敢
て
奇
ビ
す
可
き
で
な

ぃ

ド

敏
速
に

レ

て

有 

效
な
，る

®
 

♦
の
，筋
力
：

^
，供
給
す
る
も
の
は
金
銀
财
寶

(treasure}

で
ぁ
る
。
而
も
英
國
國
內
じ
は 

:金
銀
坑
.の

^

在
な
：く
、又

.た
：其
の
植
民
地
は
貴
金
®
.
を

.

f

l

す
る
こ
ビ
が
な
い
。
.金
銀
财
寶
は
、自 

0

内
に
誘
入
せ
ら

.れ
、
0

國
外

に
逸
出
す
る
貴
金

' 

S
其
の
，激
の
移
動
に

0

し
て
直
接
の
注
意
を 

テ
ふ

.か
、若

し

く
は
恥
貨
の
，，輸
出
入
を
管
理
す
る
に
依
ジ
て
間
接
に
取

' 得
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ 

る
。

古
き
地
金
主
義
者

’

(
b
u
m
o
n
l
s
t
)

は
前
策
に
職
し
、
新

だ

な
る
商
業

.主
義
者

>
§

o
a
n
t
m
s
t
)

は
後 

策
を
.
®
ば
ん

W

し
た

9
一
 

..

P
. Ed

w
a
r
d
.

 
ニ1

世
は
夙

，！̂ ,1

千
三
；
^

^

^

五̂
年
及
び
同
三
十
九
年
に
於
て
何
入
ぶ
服
も
免

.許
な
：

 

ぐ

レ
て
跟
ぜ
レ
く

..は
金

.を
國
外
に
輸
出
す
可
か
ら
：ざ

'る
.こ
ご
並
び
に

.總
べ
て

0

商
人
は

1^、

の
 

.輸
出
す
る
羊
卷
の
各

®

に
對
し
す

H

志

U

片
み
延
金
を
輸
入
す
可
さ
：こ

VJT

を
，规
定
し
た
，

o

然 

し
.な
が

.ら
其
の

.直
接
の

y
.的
は
恐
ら
く
金
銀
財
寶
の
聚
集
に

-非

中

し

て

通

货

の

純

精

ビ

膝

‘.多 

ご
：に

存

せ

，る

も

の
で
.お

ら

ぅ

。：：，

(

前
'揭
：拙
，著

1
:

五

I
 r

六
貫
參
照

)

。
.次
，い
や
最
初
，の
航
海
法
の 

通
-過
を
以
て
有
名
：

な
.

るR
i
c
h
a
r
d
1
1

世
め
，治
世
に
於
て
後
年

.の
：地

全
..；®

考

灰

び

商

：*

論

者

'を

M

筋
十
七
督

(

ニ
一
六

1)

输

耽

マ

，
ヵ
ン
す
リ
ズ
ム

-

VJ

ア
.ダ
ム
•スミス
 

第
セ
號
.

二
八
セ



ま

I

條
十
七

.想

〈

ニ
！.-六ニ)

論
.' 

.
魏

f
力ン
“チ
"
ズ
：，.
^
>
.
?
.
.

ア
ダ
.ム
>
ス
4
ス
' 

き
b
-虎
.' 

，.ニ
、

、

.

.

せ

る

別

個

，の

精

神

は

.
#
結

：合

し

V

表

明

せ

ら

れ

だ

：。

{•前

揭

拙

着

二 

0 

$ 1
4

ハ

賈

參

：：
照

)

0 

W 

ぐ

七

一

千
.三

W

八

十

1

年

3

&
ロ
"
<
1ニ
世
は
至

.國
の
破
減
を
防
止
す
る
が
爲
め
に
、何
人
：ビ

i

も 

，海
外
の
要
塞
に
於
け
る
努
銀
の
支
拂
を
除
い

.て
は
、如
，何

な

る

目

的

の

.爲
め
に
も
金
銀
を

A

出 

す
る
こ
と

.

得̂
す
と
命
じ
ね
。
外
國
人
め
輸

★入
せ
る
物
ロ

§
の
價
値
の
半
ぱ
は
英
國
輸
出
品

9

 

購
入
に
費
さ
る
可

'.

n
,

も
の
で
あ
る
。
而
し
て
這
般

.の
割
合
は
後
に
至
ジ
て

】

半
ら
全
部
け 

增
：加
せ
し
め
ら
れ
ね
。

/
!
千
四
百
ニ
十
八
年

H
s
r
y

六
世
じ
ょ
り

V

附
せ
ら
れ
た
る
、外
國
、 

は
彼
れ
等
か
金
を
輸
出
せ
ざ
る
の
保
瞪
を
供
す
可
し
ご
做
ず
の
條
件

'並
び
に
一
千
：

^
}{II

七
ト 

A

年s
w
a
r
d

四
世
に
ょ
つ

V

斯
ぐ
の
部
さ
行
爲
に
對
し
て
課
せ

'ら
れ
た
る
，®
名
ご
之
れ
に
伴 

へ
る
刑
罰
ビ
は
恐
ら

 

< 
金
の
稀
少
に
由

ク

て
生

.じ
た
る

.通：

貨
問

0
を
毅
和
す
る
と
共
に
，國
家 

の
與
乏
を
免
れ
ん

W

ず
る
ニ
：重
の
目
的
に
出
で
ね
る

 

'も
の
で
あ
ら
ぅ
。

O
P
, 

a
t
, 

pp. 

1
2
5- 

5
7
.

)

：

)

第

十

六

：世
：紀
，は

猶

は

貴

金

腐

の

輸

出

を

输

止

せ

ん

ビ

ず

る

地

余

主

義

.的

政

策

の

ま

，配 

す

る
ザ

て

ふ

ゥ

た

：.
‘；ニ 

Iザ
五
百
六
十
年
九
月
及
び
十
月
の
布
吿

(
H
u
m
p
h
r
e
y

 

D
y
s
o
n
,

 

A

 

b
o
o
k

 

containing ail 

sucli 

p
r
o
c
k
m
a
t
l
i

 

as 

w
e
r
e

 

published 

durin

サthe 

reigne 

o
f

 the 

late 

q
i
l
l
e

 

Elizabeth 

26, 
w
s.

)

及
び

E
d
w
a
r
d

‘六
世
第
十
七
年

.の
條
例
を
强
抓
ぜ
る

|
千
五

W

五

十

九

月

I 

B
の

¥
r
.

A
、proclaTlatfon 

for 

the 

Marcilur^t 

Aiclusturers 

a
n
d

 

a
s
i
a
s
t

 

けranspertatron 

o
f mo

n
e
y
,

のold 

o
r bullion

‘ 

(
D
y
s
o
r
v

 8
.
)

並
び
に

 

A
n

 

order 

h
o
w

 

to 

a
v
o
y
d
e

 t
h
e

 

stealing 

o
f the 

queries 

maiestle
ぶ 

c
u
s
t
o
m
s

 

a
n
d

 

to 

provide 

that 

n
o

 

golde 

shalbe 

carled 

oute 

of the 

weste 

partes 

of 

E
n
g
l
a
n
d
,

參
旧

)

。
化
だ
例
外
ご
し 

て

M
e
r
c
h
a
n
t

 

A
d
v
e
n
t
u
r
e
r
s

及
ひ

.，其

の

他

の

襄

か

の

商

人」

/no
t
o
d
u
s

 

i
r
c
h
a
g
t
e
s
)

は
其
の

！
身
上
の 

赞
用
に
充
ウ
る
が
爲
め
：

碑
を
限
度
ご
し
て

外
，
國
に
挑
帶

1

る
こ
ご

.を
許
さ
れ
て
ゐ
た
。

1:

千
六
：百
年

.

gl,

月
十
：八
日
の

 

A

 

proclamation 

concerning 

Coyne, 

plate 

a
n
d

 

bullion 

o
f .o-OId 

a
n
d

 

silver.

參
照

)

o

然

し

な

が
ら
政
治
家
は
，漸
次
、直
接
行
動
を
¥
ぶ
貴
金
觸
や
移
動
を
：抑

'制
す
る
ょ

-
^
-も
，寧
，ろ 

，商
業
を
統
制
し
て
其
の
不
斷
.の
流
入
を
誘
致
せ
し
め

'得
る
所
：以

を

悟

す

る

に

生

つ

な

。

彼
，
 

れ

15^

は

0
0 
€
し
て
，也
供
す

；

可
.る
財
賞
‘を
有
す
る
極
め
て
融
キ
國
々
に
英
國
货
物
り
瑜
出 

を
獎
勵
し
、是
れ
等
の
输
出
品
に

0
す
，る
ま
働
を
地
金
を
以
て
收
受
せ
ん

i

を
努
め
た
。
商
業 

主
義
者
は
資
易
が

^
:
?
利

な
る
差
額
を
辟
す
の

.
時
、金
銀
は
國

Is:.

に
流

.，入

，

せ
：：

ざ

る

を

得.ざ
る
を

’傅 

す
る
：に
於

.て

r

政
し
た
ゾ
此
の
原

.則
に
劉
す
る
.確
信
は
英
國
人
を
し
て
西

：
®
牙
に
於
て
多
大 

お

，
る

；
損

害

.
^
藤

し

た

る

貴

.金
顧
の
輸
出
を
：厳
重

'ド
拘
来
す
る
の
政
策
を
；抛

.泰

す
.̂
::

を
得
せ
：し

，第
#
あ
卷

 

n

 

ニ

をtl)

韻

紋 

I
f
?ン
サ
そ

f
s

プ
ダ
，
-
?
!
*ミ
/ ̂

0:̂
,0 

ニ
：？̂
-?̂
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セ
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'諷

>*

,
カ
ン.チ
'
"
•
ス
，A
'
w
.
,

プ
.ダ
-ム
®
x
.ミ
.，
ス

 

鶴

お

桃

ニ.
^
^
.
3

め

な

の

で

あ

る0
 

ぺ
 W

.

 

c
l
^

 
營

ほ a
m
、

，An

 

E
?
s
a
y

 

o
h

 

^
A
^
s
t
e
m

 

civilisation, in: i
t
s
®
e
§

o
m
I
C

 

aspects, 

M
a
e
r
n

 

Times, 

r

l
 pp. 

2
2
2
. 2
2
3,.)。

询

に

獎

勵.金
及
び
戾
税
ゾ

i

欲
る
輸
出
の
獎

a
.禁
此
的
ぜ 

し
く
は
制
限
的
課
挑
に
：依
る
輸

入
の

.妨
傘
：T

梢
民
地
住

'
 
民

の

販

賣

及

，び

購

入

を

母

國

市

-揚

じ

限 

す
る
の
银
並
び

U
獨ト

n

會
社
に
，依
る
貿
身
の
統
制
等
總
ベ
て
後
世
に

f
i

ク
て
マ

I

カ
ン
タ 

，ィ

て

シ

ス

テ

.ム
め
®
餅
及
び
旌
撥
ビ
稱
せ
ら
る
、
に
，ポ
な
た
る

！

袖
の
も
の
は
前
代
に
於
け 

.る
地
金
主
義
紫
流
の

.拘
来
の
：嚴
格
ご
奇
刻
，

V
J

に
比
す
る
時
は
她
緩
に
し
て
寬
裕
な
る
取
®
ひ
 

で
ぁ
り
ね
。

‘
而
し
て
各

M

の

.國
々
に
對
す
る
特

0

貿
易
の
差
：糊
に
對

レ

て

j

般
貿
易
め
差
‘額
 

を
重

S
.

す
る
の
意
見

.も
：亦
た

E|- 

く
ょ

.
0

し
て
银
在
し
て
居
つ
た
。
而
し
て
路
十
八
：

^
紀
こ

；̂
 

る
‘に
及
ん
で
彼
れ
等
は
其
の
見
地
を
變
じ
て
、

i
i

接
に
一
園
の
金
銀
を
缚
加
す
る
の

H
f

段
ビ
し 

て
贸
易
の
平
衡
を
觀
る

i

ヶ

も
、寧
ろ
其
の
雜
濟
的
繁
榮
の
瞪
左
ご
，し
て
之
れ
を
思
料
す
る
に 

至
り
た
。
箭
揭
拙
著
所
靡

「

英
國
に
於
け
る
貿
易
平
衡
論
の
發
雄
と

ト
I

マ
ス

*
マン」

並
び
に

n, 
ニ
 

W

學

會

雜

誌

四

♦

第
七
、八、九
號
所

«「

デ
V

ィッド

.
ヒ
ユ

I

ム
の
貿
易
平

*

倫i

麥
照

r

.
—
1

 

.

 

.

.

.
 

I
-

氣
十

A

世

紀

に

於

け

る

，撒

'
#
の

商

業

は

容

稍

に

於

て

、地

理

的

..範

圓

に

於

て

、父

た

交

易

せ

ら

る
，、
財

货

の

顏

に

於

て

"等
し
ぐ
增
加
を
觀
た
。

大
體
.じ
就
い
て
言
ふ
な
ら
.ぱ
、第
十
七
世

1 し 

の
特
色
で
あ
つ
た
：，溯
占
的
働
：許
會
社
に
ょ
る
貧
.易
の
遂
行
は
今
や
自
由
な
る
私
企
寒
に
道
を 

譲

I

。

而
し
て

’這
般
の
，變
化
が
英
國
に
於
て
最
も
完
全
に
行
は
れ
ぬ

.る

の

I

は
同
國
を

. 

し
て
第
十
八

®

紀
を

#

じ
：商
業
；國
間
に
於
け
る
優
越
の
地
位
を

*

む
る
に
ま
ら
し
め
た
る
主 

要
な
る
趣

S
.
V

し
，て

m

か

ら

る
可
き
も
の
で
あ
る
。

英
國
に
於

.て
は
政
治
的
伏
態

も

亦
た
有 

ネ
ナ

.

の
で
あ
ウ

：；

ナ

；
一
千
六
百
八
十
八

I

九
年
の
革
命
に
件
へ
る
事
•變
は
久

し

•に

S 

す
る
內
を
終
止
せ
し
め
て
、國
民
の
注
意
を
更
ら
に
廣
く
商
業
ご
植
民
と
に
向

，

し̂
た
。
；

蘭
飯
行
が
一
千
六

W

九
十
！！
年
を
以
て
設
立
せ
ら
れ
、商

称

局

が

I

千
六

W

九
十
六
年
を
以 

翁
設
せ
ら
れ
力
と
ご
は
必
す
し

も

偶
然

で
は

な
い
。
.是
れ
第

諸
：原
因
：

の
交
互

作
用
に
依

ウン 

英
國
の
外
國
贸
，易
；

は
：；

此
の
；
世
紀
の
間
に
於
て
五
六
倍
の

地

加
を
-見

る
に

至
ウ

た
。：

一
千
七 

年
に

m
:

十

一

谏
七
千
«
な
り
し
英
國
輸
出
品
の

總
容
量
は
一

千
八
貝

：

O

 

f

年

こ

し
十 

五
萬
八
千
嚼
と
爲
つ
た
。

一
千
六
百
九
十
八
年
ょ
一
千
七

W
 

0
 

;

じ

2

期
間
に
於
て 

輸
出
品
の
平
均
ギ
額
は
六

I

硫
、輸
入
品
の
其
れ
は
五
；

五
十

i

で
あ
ゥ
々
が
、
！
千
八
百 

0

 

ニ
年
に
は
其
れ
其
れ

g

千
百

.

®
十
萬
硫
及
び
三
千
百
四
十
慕
硫
に
梢
加
し
た
。

(

第
十
八 

I

 

(

i

)

蘭
.，飢
 

I

f

!

アグ
！

X

 

- 

 ̂

I

 

ニ九 Y
.

ITデ/̂:

て て 英
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娘

セ

號

U

九
ニ

.紀
に
於
け
る
貿
易
統
計
は
極
め
て
不
正
確
な

‘る
も
の
看
做

.さ
れ
て
ゐ
る
。
典
の
主
因
は
密

.

.
 

■
 

».

貿
易
の
赚
ん
に
行
は
れ
力
こ

，も
で
あ
る
。
密
輸
出
入
の
財
貨
は
常
に
：税
關
を

.風
過
せ
る

W

货 

W

同
-一
の
價

i
g

に
達
す
る
，
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る

)

。
第
十
八
世
紹
の
初
に
當
ウ
て
歐
洲
諸
.國ご 

.の
貧
易
は
總
體
の
四
分
の
三
以
上
を
包
八

r
O

し
た
の
で
あ
る
が
ぐ
其
か
終
に
於
て
は
亜
米
利
加
及 

びE
T

細
亞
貿
易
の

I
#
速なる發達由ウて、
そは僅に二分の

-
强
を
’'包

合

す

る

に

過

ぎ

ざ 

る
：に
至
り
た
。

(ogg, 

o
p
:
d
t
,

 

P. 

8
0
.}。

坤
に
斯
く
の
如
き
時
代
は
又
た
自
曲
主
義
の
先
氣
者
た
る
織
多
の
マ

I

力
ン
チ
ッ
ス
ト
を 

.率

ん

だ

。

「

光

榮

革

，命」9

 :

哲
學
者

J
o
b
n

 

L
o
c
k
e

が
、彼

の

，H
, E

i
s
B
h
a
r
t

の
言
ふ
が
如
く
、一

 

個
の
自

! 

..
 
..
 

■
 

*
 

' 

.
 

•
 

ぺ
 i 

.

由
貿
易
論
者
に
非

-̂
:̂ 
し
て

(Geschlchte 
der 

N
a
t
i
o
n
a
l
6
k
o
n
o
3
F

 

2
. 

v
e
r
m
,

 

A
u
a
,
,

 

1
9
2
, 

S. 

2
2
,)，

f
f
i 
々
 

露
骨
な
る
貿
易
平

.衡
論
者
：，の
面
目
を
發
揮
し
ウ

 

>
あ
る
の
：事
賞
は
吾
人
が
曾
ウ
て
粮
，摘せ
る 

•所
で
あ
る
。
箭
揭
拙
著
四
九
七
頁
其
の
他
參
照

)

。「

金
銀
は
極
め
て
少
數
の
も
の
に
役
立
ウ
に 

過
，ぎ

.な
い
が
、
は
：尙
ほ
凡
ゆ

'る
生
活
の
有
用
品

.を
收
得
し
、斯
く
て
义
た
富
は
其
の
膝
多
に
存 

す
る

」

0 
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s
o
m
e

 

C
o
n

がd̂erations 

o
f

 the 

c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s

 

o
f
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ILowedn.g' 

of 

Interest, 

a
n
d

 

Raising 

th

ひ
 

V
a
l
u
e

 of 

M
o
n
e
y
,

 

in 

a

 

l.tter 

sent 

to 

a

 

s
e
m
b
e
r

 

o
f p

a
rliamst, 

I
6
9
r
,
I
T
h
e

 

w
o
r
k
s

 

of J
o
h
n

 

L
o
c
k
e
,

n
e
w

 

e
d
,

 

V
O
L

 

V., 

1S
2
3
, 

p, 

1
2
.}。

斯
.ぐ
-

y
、

彼
れ
は
國
際
間
に
於

.て
最
大

'な
i

地
金
の
配
分
；̂有 

.
，す

る

孝

が

；最

富

辨

に

し

て

•、從

ウ

て

又

な

最

大

量

：の

購

買

力

を

有

す

る

、し
：,，

，
ケ
主
：張

す

る

も

、
？

.
 

Id., 

pp. 

14-15.)、

而
も
彼
れ
は

j

國
民

.に
ょ
つ
て
所
存
せ
ら

.る
\
地
金
の
絕
對
量
が
問
題
に 

ざ
ぶ
こ
；

V

を
知
悉
し
て
居
つ
た
。

{ibid., 

P* 

f
e
.
r

彼
れ
は
徹
底
せ
る
マ

I

力
ン
，チ

タ

ス
ト

.で
 

あ
ウ
，ゆ

力

urther 

Considerations 

c
o
n
c
e
r
n
i
n
g

.
 raising the 

val ue of M
o
n
e
y
,

 i 6
q

 
ハ，—

W
o
r
k
s

 

v

 

D. 

1
5 2

..)* 

而
も
處
：赋
を
以
て
唯

」

碑
チ
赏
ビ

1

做
す
が
如
き

^：;

ど
な
ぐ
、却

c
v
t

純
：一

#

ぬ
る
協
定
に
依
る
：
 

の
外
，全
然
富
の
本
質
を
：

_

荷
す
：る

.も
の

.に
ま
，ざ
る
の
事
賞
を
認
を
ん
ご

.：す

',る
の

.傾
向
，V

有
し
て
：

 

居
ウ
れ
レ

{前

，
揭

拙

著

：
八

：
四

八

；

K

參
照)

。
彼

れ

は

！

風

が

富

裕

W

お

し

く

は
，貧

困

に

赴

ぐ 

は

宛

：も

，

一

農

R

か
®

裕：：

と

爲

；
ヶ

、
貧

困

に

 ̂

所
な
し
と

稱
し
た

。

，(
s
o
m
e
,

.
 

C
O
D
S
l
d
e
r
a
t
l
l

 

op. 

cit., 

p. 

i

を
？
農
民
は
其
の
受
く
る
所

f

り
も
費
す
所
太
な
れ
ぱ

.貧
困
ぐ
爲

.
 

る
、而
し
て
：

1;.

國
は
亦
た
同

1

の
方
法
に
於
ヤ
貧
困
の
度
を
增

さ

な
：け

S

な

ら
ぬ
。
而
し
て 

投
費
は
槪
し
て
地
金
を

.去

.る
こ
ご
を
意
味
す
る
。
斯

V
-

て
又
：e

地
.金
の
流
出
が

」

.國を
货
窮 

な
ら
し
む
る
は
收
入
に
對
す
る
經
費
の
不
斷
の
超
過
が

'農
民
を
貧
熊
な
ら
し
ひ
る
に
等
し
い
。
 

彼
れ
は
貨
幣
の

一

定
の
貯
水
池
が
交
易

0

舉
輸
を
岡

i
t

せ
し

び

る
が
爲
め
に
必
で
あ
る
ビ

第十セね
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ン
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ミ
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银
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セ
愈
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ニ1

六八

)

識

就

>
^
1ヵ
ン
チ
？

>>

ズ
ムW

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス 

翦

七

魏

1!

九
四

思
惟
し
た
。

(ibid., 

P. 

72.}。

而
レ
て
此
の
貯
水
，池
は
國
外
の
地
方
に
流
入
す
る
際
に
は
過
度
に 

其
の
水
準
を

®

下
す
る
；。
彼
れ
は
又
た
明
偷
に
近
代
的
貨
艘
定
激
說
を
表
明
し
た
。
而
し
て 

彼
‘れ
が
不
利
な
る
貿
易
の
平
衡
が
外
國
货
物
を
し
て
比
較
的
高
偵
な
ら

L

む
可
&
を
論
じ
な 

が
ら
是
れ
に
由
つ
，て
再

.び
平
衡
の
恢
後
せ
ら
る
、
に
至
る
ま
で
輸
入
を
胆

®

し
、輸
出
を
刺
激 

す
る
じ
至
る
可
し
ビ
做
ず
の
結
諭
に
入
ら
ん
と
し
て
，而
も
举
然
其
の
論
渉
を
轉

じ
；：！

る
こ
と 

は
吾
人
が
曾
つ
て
擧

：：

ル
せ
る
所
で
あ
る
。

(

前
揚
拙
著
五
三
九
贾

r

國
民
は
：農
民
ご
#

し
く
節 

儉
、動
：勉

？̂
/

び
誠
賞
に
由
ウ
て
榮
ゆ
可
き
も
の
で
め
つ
て
、之
れ
を
除
§
て
は
其
の
繁
缴
ケ
導
く 

可
き
究
觉
の
方
法
は
存
せ

.ざ
る
も
の
で
あ
る
。

：

彼
れ
は
西

®

牙
の
苟
刻
な
る

*法
制
が
全
然
其
：

 

の
國
內
に
貴
金
屬
を
保
留
す
る
の
效
果
な
か
も
し
こ
ご
を
觀

'
 
た
、而
レ
で
.彼
れ
は
之
れ
が
理
由 

を
：覚
め
て
、富
は
惟
り
動
勉
に
し
て
節
儉
な
る
者

£
共
-に
止
ま
る
と
說
い
た
。

(

ぎU
,

 

P, 

7

丛。
 

L
o
c
k

中
は
询

R
商
業
主
義
め
主
張
者
ぐ
等
し
く
亦
た

'
 
其
の
反
對
き
に
丄

0
,

て
も
同
じ
く
引
用
せ 

ら
る
可
さ
も
の
で
め
ク
た
。

吾
人
が
，曾
ゥ
て
；
述
せ
る
が
如
ぐ

Charles D
a
v
e
n
a
n
t

の
雜
濟
學
說
は
大
體
に
於
て
マ
，
ヵ
ン 

チ
-
-

ズ
ム

.
の
流
れ
に
愿
ず
る
も
の
で
あ
つ
た
。

3
ニ S

學
會
雜
誌
十
六
卷
第
十
號
所
載
拙
稿

ド

:
v

-チャァ

A

ズ
•
ダ
グ
エ
ナ
ン
ト

>の
經
濟

s

o

而
も
彼
れ
は
其
の
論
敵

J
。

ブロ 

p
o
n
e
x
f
e
t
l

が

E
n
g
l
a
n
d

 

I
 

5 

^
^
2
. ̂

1
6
9
7
.

に
於
て

r

金
銀
 

I 

國
民
の
唯
一
若
し

 

く 

は
最
有
川

な

る

m

群
な

>
^
」
{ibid, 

P, 

6
.
)

ご
.
說
け
る
に
反
對
し
て
、

「

金
銀
は
交
易
の
尺
度
で
も
る
、
 

}
b

も
殺

i

て
の
國
，民

.：に
：於

け

る

其

の

泉

源

及

び

®

元

£§

其
の
國
土
の
自
然
的
若
し
く
は
人

®
: 

的
，

所

®
、即
ち
彼
れ
银
の
士
地
着
し

く

は
彼
れ
等
の
勞
働
及
，び
動
勉
の
生
産
せ
る
所
の
も
の
で 

ぁ
る

」

ビ
説
い
た
。
而
し
て

.：

I

國
民
が
或
る
事
變
に
由

C
N

て
全
然
正
；货
を
有
せ
ざ
る
に
至
れ
な 

ご
想
像

1

る
も
其

：
.の

-

<
1

民

に

し

て

員

敦

多

ぐ

、動

勉

に

し

て

、

交
！！！§

じ
精
通
し
、海
事
に
熟
遂

I
、而
 

し
で
ル
及
び
多

K

の
货
物
に
富
め
る
出

®

を
有
す
る
ご
し
た
な

"ら
ぱ
、

W

ぐ
の
如
さ

\
 

w
ょ 

頃
易
戈
行
か
、富
を

.盤
め
、而

し

て

彼

れ

等

ほ

^§
§
速

に

彼

れ

等

の

間

.

」

十

分

な

る

金

銀

を

狀

得

.し 

得
可
さ

>
J
と
が
明
か
で
，め
る
，是
に
於
て
乎
、

j

國
の
露
實
に
し
て
有
效
な
る
富
は
取
の
映
あ 

な
る
こ
ご
を
知
る

。
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1
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n
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彼
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l
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附
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レ

て

日

く
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賞

R

人
4

が
其
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取
引
に
際
し
是
れ 

を

.計
算
る
に
慣
れ
ダ
る
數
収
り
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に：過

.ぎ
ざ
る

も

の
.で
め
る
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ア
ダ
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ス
ミ
ス

彼
れ

は「

君

主

及
び

其

の
人

W
の

總

K
を

&

く 

1̂
.

賞
、安
.，易

且

つ

{か

全

な

ら

し

む

る

所

の

も
の

」

ド

以
て
富
な
；
ど
解
し
：ね

.。：彼
れ
は
人
間
の
用
の
爲
：

§

に <

ホ：飯
ょ
ら
建
物
及
び
國
出
の
改
良 

,

n

s

せ
し
め
ら
れ
た
：る
も
の
、並
び
に
土
他

•の
收
翁
、敷
遭

H

業
.品
若
し
く
は
外
國
货
物
及
び 

船

货

の

如

是

れ

：等
の
，金

屬

に

轉

換

し

得

！

E
'

さ
他
の
物
仲
も
亦
た

§

数
な

.シ
ご
思
料
し
た
。

‘
彼
れ
は
艦
隊
及
：び

'海
平
，々，：

®

品
.の
如
く

 

r

人
：
^
を
し
て
國
內
に
於
て

'碎
安
泰
に
、國
外
に
於
て 

は
敬
：熏せ

.
ら
る
，可

き

も

の

ね

ら

し

，̂

み
に
資
す
る
も

.の
を
以
て
富
な

6
,と

Iipil

じ
た
。

&

れ
i
 

更
ら
に
進
ん
で
海
事
：に，關

.す
，る
知
識
、各

g

按
術
の
改
良
及
び
取
事
昨
熟
線
の
梢
進
，並
び
に
養 

..'.'
潜
，
力
及
び

J5：

监
'，も，
.亦
：力，：
吾

.人

：
力

，：
一

國

民

の

，
力

.，こ

..價

.假
ご
を
量
定

.す
を

...に

隙

し
そ
か
，料せ
ら 

.
る
可
き
も
の
な
り
と

S

は
ん
ビ

.し
な

0

彼
れ
は

r

寶
石
、

®
、錫
ポ
し
ぐ
は
鐵
の

0
は
特
鎮
し
得
る 

も
の
で
は
あ
る
が

、

§

 

ご
し
.て
尊
重
せ

ら

も

\
に
足

ら

H

る
も
の
な

り

と

故
す
の
原
則

V
;徘 

し
：て、

®
,だ
に
是
れ
殺
の
货
物
の
み
な
ら
す
，消
耗
品
と
雖
も
、是
れ
等
'のも
の
が
縱
令
ひ
金
銀
に 

轉
換
せ
，

ら

れ

ざ
る
も
、之
れ
わ
轉
換
し
得
る
も
の

ご

し

た

な
ら
ば
、一
國
民
の
富
ご
し
て
之
れ
を 

思
：：

料

す

，る

を

以

て

ら

-し
.理
性
に
敏
合
し
、

K

ら

に
人

®

の
與
論
に

1

致
す
ろ
も
の
で
あ
る
ご 

.
思
惟
し
，力
。

.
彼
れ
，は
；丧
れ
，を
以
て
入
ビ
人
：ご

の

間

於

て

眞

な

る

の

み

な

ら

す
、
國

ビ

國

ビ

の

問
に
も

.亦
た
適
用

'せ
ら
る

1H 

C5V

も
の
：で

▲
.
ろ>

V

信
じ

-
。̂

土
填
：及
び
地
位
の
利

4
1

を
憎
態
ず 

可
さ
動
勉
ビ
技
巧

V

は
：金
銀
挑
の
所
有
に
す
ら
：勝
ら
て

.
一
人
民
に
取
つ
て
暮
個
の
富
た
：るも 

の
で

▲

る
。

{ibid., 

pp. 

3
B
I
-
3
S
2
.)。

D
a
v
e
n
a
n
t

は

i

方に
於て
法规
、
高の

■

税
及
び
禁
か
が
槪
し
て
無
释
な
る
を
能
斷
す
る
：
 

ビ

共
に
バ

o
b
i
d
v
p
.
: 

3
B
7
.
r

他
方
に
は
和
蘭
が
単
に

.胡

椒

债

格

を

：，
一，
封
：度

に

就

：さ
十
一
一
片 

六

，
忠

に

引

上

ぐ

る

時

：
は

二

：
W
四
十
九
离
八
千
八
西

m

十
六

.倏
の
利
洞
を
上
げ
得
さ
も
の
.ビ
 

積
算
し

.而
し
て
和
蘭

A
が
禅
印
度
贸

 

'易
を
完
全
に
獨
占
す
る
と
し
れ
な
ら

‘'ぱ、彼
れ
等
は
他
め

.

:

香
，科

"銷
物
、キ

ャ

ラ

，
づ
、生

我

赠

：石
，及

び

其

の

他

の

印

度

貨

物

の

價

格

一

を

：引

：上

ぐ

る

に

由

b
て

雨

.
 

條
の
歐
洲
詣
國
ょ
，
り

每

少

く

：も
六

I百
萬
癒
を
流
出
せ
し
む
る
を
得
可

き

も

の

で
，
あ

'る

^

0
 

論

，し

若

し

傭

蘭

西

，
人

，：に

し

て

：

T

度
，
び
此
.
の
貴
重
な
る
貿
易
の
入

i
爲
ら

.ぱ
、此

の

土

.地

.
 

廣

く

人

R
多

.き
大

帝

國

に

：辦

す

る

k
般
の
大
收
入
の
附
加
は
常
さ
に
英

..國の
破
減
を
艰
さ
し

.
 

ぴ 

'
る
ホ

の

モ
な
け
れ
ぱ
な
ぬ
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沖に善く印度資

R勿
を
占
有
し
得
た
る
國
家
は
.全
商
業
界
の
耕
播
を

掌

撮
ず
可

‘ 

き
も
の
で
ぁ
つ
は

I

,
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9
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利
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娘
七
^
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ニ
*?*

A

及

び

其

の

他

の

：
財

貨

を

，市
場
よ
Y

徘
斥
せ
ん
と
す
る
俗
論
に

‘激

し

て

"印

度

産

賴

物

類

を

禁

止 

す
る
は
、他
の
諸
國
よ
ゥ
之
れ
を
输
入
せ
し
め
、其
の
消
費
觸
を
鳩
せ

t

し
て
、却

C
V

て
.遙か
に
高 

價
を
以
て

.，之
れ
を
消
費
せ
し
む
る
も
の
な
も
と

'主
張
し
、是

れ̂
に
由
ウ
て
幾
分
自
國
の
製
造
，業
 

を
利
す
可

‘さ
も
、而
も
；更
ら
に
‘低
廉
に
其

®

生
産
を
げ
ひ
得
る
佛
、併
其
れ
を
進
步
せ
し
レ 

可
き
も
の
で

^

る̂

觀

た

。
(

1
8
1
<
1
,

カ
.
1
1
5
，て
彼
れ
は
又
な
ク
ン
ネ

V
/を
國
內
に
於
て
生
産
す
る 

よ

り

も
'、之
れ
を
自
國
章
の
羊
毛
製
品
ご
交
換
し
て
海
外
よ
ク
輸
入
：す
る
を
以
て
得
策
な
&
ご
 

論
じ
お

。
1

4
 P. 

而
も
彼
れ
は
總
じ
て
歐
洲
猪
國
民
が
奢
侈
的
，消
耗
品
に
代

へ
て

.貴
金 

觸
を
輸
出
す
る
が
故
に
、跟
印
度
，貿易
に
由
つ
て
槪
し
て
慣
失
を
紫
ら

0

 

あ
る
こ
ご
を

認
、
" 

し
た
。
然
し
な
が
ら
這

P

地
金
の
流
出
を
停
止
す
る
理
論
上
か

ら
t

eて
望
ま
し

い
も
の
で 

あ
る
と

し
て

.も
、事
賞
上
不
可
能
で
あ
る

0 

M
る
に
吾
人
は
這
般
の
贸
易
に
參
加
す
る
に
ぬ
ク 

て
.歐
洲
大
陸
よ
り
敗

&

に
向
ウ
て
流
出
す
る
貴
金
腐
の
流

K

の
一
定
部
分
を
轉
じ
て
普

人
自 

身
‘の
金
庫
中
に
入
ら
し
む
る
の
策
を
立
て
る
こ
ご
が
出
来
る
。

o.b:d.,:pp. 

9
9
9

 r. 
ニ
ゆ
に
英

^

:

は
取
印
度
産
物
の
再

.
#
出
，に

よ

ク

て
自
己

.の
損
央
を
償
ふ
も
の

.で
あ
る
。

而
し
て
英
國
は
，を 

⑦
全
股
め
資

.易
に
依
ク
て
年
，々
ニ

.百
燕
條
の

0
.
民
的
利
潤
を

.獵
，得
し

6 

S
あ
.る
の
で
あ

-る
0

ま
： .

ド-

一
ル
ぅ

V*

P
I
S
C
O
U
n
e
s
,

 

o
p
. 

dt., 

pt: u
r
!
w
o
r
k
s
,

 

v
o
r

 ii., 

f. 

I
s
.
r

 

國
家
の
：利
.害
拱
失
を
判
劇
す
る
が

 

® 
め
 

-
r
.は
須
ら
く
一
、般
賀
易
の
平
衡
に
據
る
可

&

も
の
で
あ
ウ
て
、其
の

一

部
を
切

&

放

，ち

て

觀

察 

す

可
.？？V

も
の
で
は

Iな
い

0 V 

，化
民
地
は

'
母

國

の

利

；

で

あ

り

て

£

れ
を
揖
傷
す
.可
き
も
の
で
あ
る 

こ
ご
を
許

さ

ない。植
地
め
：

#

益
は
母
國
の

r

般
的
利

.
0
，とし
て
思

S

せ
ら
れ
た
る
も
の 

y
-
f
位
に
置
か
れ
，た

.D
a
v
e
n
a
n
t

は
育
ふ
、若

.し
，植は
地
が

「

英
國
ょ
ク
獨
立
し
て
贸
换
を
行
ふ
に 

至
ウ
た
，な
ら
ぱ
、今
や
科
が
國
力
の
要
な
る
.！部
た
ろ
植
ほ
地
は
吾
人
に
背
反
す
る
に
至
る 

 ̂<5^

ち
：の
で
あ
る

」

然
し
な
が

^

テ
ユ
！
ィ
ン
グ
ラ
ン
ト
鼠
の
他
の
植
民
ル
に
が
て
は
製 

造
工
業
を
與
し
て

#

國
の
利
織
を
脅
す
の
危
險
な

§

も
の
で
あ
る
。
工
業
は
人

n

增
加
し
土 

服

#

少̂
ビ
爲
る
に
至
，り
て
發
生
す
ろ
も
の
で
あ
る
。
.新
た
に
廣
大
な
る
國
土
に
移
住
せ
る
者 

は
家
畜
を
養
殖
し
、土
地
を
耕
転
し
、森

.林
を
開
拓
シ
蘭
藤
を
ボ
ひ
、必
要
な
る
.建
築
物
を
設
立
す 

る
を
以
て
其
の
利
益
大
な
り
ビ
：舰
ろ
。

p. 

s
,

)

。
斯
く
て
又
ね
彼
れ
は
將
来
母
國
の
聽
爭 

者
：と
爲
る
可
き
も
の
を
獎
勵
す
可
か
ら
ヤ

ビ

做
す
の
原
.則
を
是
認
す
る
と
時
に
其
の
生
張 

は
主
ビ
レ
て
西
印

K 
0
の
貨
物
に
翻
し
て
重
桃
を

.赋
課
す
る
を
非
殺

'
 
す
る
に

0
.
い
，ナで
あ

¥

七

卷

(

二 m
l

)

論

親
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ン
t

ズ
ム
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第

...ブ

處

へ

三

ユ

ユ

る
。

{ibid, 
p. 

3
7
.

)

c

然
し
な

.が
ら

.英
本
國
に
接
拆
甘
タ
；愛

.蘭
の
羊
考
製
品
の
外
國
輸
：出

.禁
ル
，

 

に
.徵
し
て
は
彼
れ
の
意
見
は
相
異
な
る
：も
の
で
あ
る
？
彼
れ
が
從
來
禁
止
策
を
非
離
す

^

に；

 

倾
け
る
所
以
の
も
の

‘
は

其

の

大

，ぜ

分

が

公

綴

ょ

A

ぁ
私
利
，

^
目
的
ビ
し
て
撮

.唱
、せ
ら
"
れ
な
.る 

ヵ
爲
め
で
あ
り
た

(
A
n

 
E
s
s
a
y

 

u
p
o
n

 the 

‘p
r
o
b
a
b
l
e 

M
e
t
h
o
d
s

 

o
f

 

m
a
k
i
n
g

 a

 

p
s
p
l
e

 

Gainers 

in 

一B
a
l
i

 b
f

 T
r
a
d
e

ツ
l

l
 

l 

w

l

, 

v
o
L

 

i

f
 23

9
0
0

 

▲

る
に

彼

れ

ほ

單
に
愛
蘭
の

羊

毛
歡

品
が
維 

.が
て
多
額
に

.輸
出
せ
ら
れ
、其
の
食
料
の
低
廉
な
る
が
爲
め
に
海

.外
ホ
場
に
於
て
英
國
品
ょ
、

り

 

も

廉

賣

一

せ

ら

れ

て

，
，
之

れ

：
を

應

倒

す

る

に

至

る

可
さ
を
理

#

と
し
て
其
：の
輸
；

.出
禁
共
に

.費
し
な

‘ 

の
で
あ
;ほ

 

I
.
, pp. 

2
5
1
,
2
5
2
)

.
 

{本
狼
は
 

L

I
 S

t
e
p
h
e
n

 

の 

H
i
story 

of 

E

f
 

sh 

T
h
o
u
g
h
t

 

in 

the 

E
l
g
h
t
e
e
s

 

c
s
t
u
r
y
,

 

V
O
L

 

IL, 

2
nd. 

ed., 

1
8
8
1 

.
に
依
賴
す
る
所
が
頗
る
大
で
あ
る

0
9

其
.の

?
 

2
8
9
-
2
9
6
.

參
照

)

o

, 

.因

.

. 

.
-

' 

 ̂

R 

 ̂

I
カ
ン
チ

ッ
ス

.
ト

は

國

家

に

；
取

つ

V

致
富
增
貨
，の
常
道
：

し
て

看

做

さ

る

可

き

も
 

P

は
タ
國
貿

M勿
な
な
ご
觀
た
。
；
而

も

跡

は

結

屈

生

産

：す
る
こ
ご
な
く
し
て
輸
出
'す
る
能
は 

ざ
る
が
故
•
商
業
は
纖
ゲ

て

15^

た

工
業
を
必
須
な
ら
し
め
.ぬ
の

で

あ

る

。

'
 

彼
れ

漂

は
國

‘ぎ
勺

'

.富
强
を
以
て
り

.國
民
的
生
産
の
增
加
に
依
ゥ
て
能
く
取
，得
し
得
可
き
も
の
，？做
し

.た
"

®

: 

* 

'
 

.
も*
.
.

し
て
時
に
恰
も
工
業
的
資
本
の
發
生
し
ウ
、
あ
り
し
際
な

b

し
を
以
て
、彼
れ
等
は
國

k

的
エ

業
の
必
要
と
價
値
と
を
語
勢

.を
强
め
て
主
張
し
た
。
賞
に
此
の
當
時
に
於
て
は
國
家
の
輸
出

.

. 

:

■
 

. 

:
,
: 

. 

■ 

: 

. 

. 

.
' 

■

m
加
は
國
的
生

.達

，
の

墙

加

を

，
量

定

す

，
る

最

も

明

確
な
る
方
法
で
あ
つ
た
。
資
本
的
企
業
及

, 

:
■ 

- 

.一.
'
- 

.

び
厕
際
的
就
爭
の
初
期
，に在
ゥ

：

て
は
國
家
的
保
謙
の
政
策
は
國
民
的
産
業
を
發
達
せ
し
む
る

‘ 

1

■

: 

i
'
t
f
:

の
，一

.手
段
ご
し
て
想
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

。
；
.而
し
て
又
た
取
利
を
し
て
公
猿
の
崎
寧
れ
ら 

し
ひ

.る

> J

ど
な
か
ら
し

 

む
る
が
爲
や
に
，部
分
的
利
竊
の
上
に
越
然
た
る
單

I

な
る
橫
ヵ
を
し 

て
、之
れ
を
支
配
せ
し
ひ
る
の
必
要
は
社
會
の
各
方
面
；に
於
て
普

く

是
：認
せ
ら
れ
：？

^
の
で
あ
る
。
 

か

の

Britannia 

L
a
n
g
u
c
p
s
,

 

or 

a

 

Discourse 

of Trade, 

1
6
3
0
,

の
期
す
る
所
の
も
の
は
苍

.
0人
，が

「：

鋭 

意

の

私

利

を

追

求

し

ゥ

、
あ
る
間
に
.一
糊

®J

般
的
勞
症
が
徐
々
吾
人
を
翦
ひ
り

 

>
 あ

.

.

.

.

.

.

.
 

- 

i
 

. 

V

る」

の

事

實

を

立

瞪

：せ
：ん

ん

す

を

.に
：在
つ
.
.た
の
で
あ
る
。

1

.

,P, 

I
.

前
揭
拙
稿

「

デ
グ
ィ
タ
ド
•じ
 

ユ
I

ムの貿平衡論

」

#

照)

。

" 

’

而
も
亦
力
製
造
業

'を
獎
勵
し
、關
税
を
增
加
す
る
が
爲
'め
に
行
は
れ
た
る
諸
制
规
は
地
代
に

取
つ
て

.有
，害
な
る
影
響
及
ぼ
す
可
き
場
合
あ
る
こ
ご
が

®

か
，で

/あ
，ジた

.。

斯
く
の
.，如
き
は

, 

.
.
.
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• 

- 

■

,
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银

十

七

を

(
1

ニ
ゼ
六)

請

.

跪

マ

I

ヵ
ン
ナ
I

ス
ん
と
'ア
ダ
ム
®
ス
ミ
ス 

银

七

號

三
0

ニ

毛

の

輸
出

を

禁

止
し

、

葬
し
.’
ぐ

は

®

水

利

加

ょ

り

鋭
鐵
の
輸
入
を
獎
勵
せ
ぶ
法
規
の

場

合

に

親
る
所
で
あ
る
。
土
地
隙
級
及
び
エ
渠
階
級
の
福
利
は
政
策
の
重
要
な
る

n

的
で
あ
づ
た
。

y 

■
 

-

而
も
其
の

1
C
V
t
i

 

W
,ご
® I

?

し
た
。

I

方
を
利
す
る
所
の
も
の
は
他
を
害
す
る
ニ
ご
あ
る
可 

き
で
あ
る
。
是
に
於
て
乎
、地
主

0 
0
の
利
盤
を
工
業
階
，級
の
其
れ
に
働
し
て
平
衡
せ
し
む
る 

,

こ
ご
が

®

々
必
要
と
：爲

6

得
る
の
で
あ
る

C

然
し
な
が
ら
斯
く
の
如
さ
社
會
的
組
織
體
の
路 

二

，
：
部

分

の

閥

に
.於

け

，
る

適

當

な
i

割
合
の

.
觀
念
を
得
ん

£
し
た
な
ら
ぱ
"吾

人

先

づ

ー

足

の

理 

\

想
若
し
く

‘は
模
範
を
有
し

*之
れ
に
動
し
て
吾
人
の
術
策
を

j

政
せ
し
め
ん
こ
を
希
水
し
な

tf,' 

ぱ
な

ら

ぬ

。

而

し

て

S
i
r

 

J
a
m
e
s

 

s
t
s
a
r
t

は

賞

に

斯

ぐ

の

如

さ

i
f

想

ヶ

®

成

せ

ん

こ
ご
を

.
 

.

.
' 

.
 

'....

..

.
.
.
.

-
,
 

\ 

■
 

'
 

■
 

•

努

め

れ

る

.
紫

で

あ

ら

た

。
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W
.
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u
n
a
i
a
g
h
a
m
,

 

T
h
e

 

P
r
o
g
r
e
s
s

 

o
f

 

E
c
o
n
o
B
.
l
c

 

D
s
r
i
n
e

 

i
n

 

E
n
g
l
a
n
d

 

i
n

 

t
h

ひ

E
i
g
k
t
e
e
n
t
h

 

C
e
n
t
u
r
y
,

 

i
n

 

T
h
e

 

E
c
s
o
m
i
e

 

J
o
u
r
n
a
l
,
V
©
L

 
L
,

 

I
S
P
I
,

 

p
.

 

Ĵ
C
L
)
o

s
t
e
g
r
t

に

擴

れ

ぱ

、

1

船

經

濟

は

愤

重

と

節

約

と

を

以

て

一

家

族

の

凡

ゆ

る

欲

望

の

爲

•め

に
 

' 

举

傭

す

る

の

技

细

で

あ

る

。
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s
i
r
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s
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s
r
v

 

A
n

 

I
n
q
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m
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a
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 f
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f
 

D
o
m
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s
t
i
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P
o
l
i
c
y

 

i
n

 

F
r
s
d

 

N
a
t
i
o
n
s
,

 

v
o
L

 

L
,

 

1
7

6
7
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L
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全

經

博

-

^

其
の
家
族
の
値
主
.じ
し

P

亦
た
執

‘
‘事
た
る
首
：長
に

.
ょ
つ
て
指
揮
せ
ら
れ
な
"け
れ
ぱ
な

，

ら

ぬ
。

:

- 

- 

‘ ド
.
-
'
-
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' 

'
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ê
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雜

液

(
o
e
c
s
o
m
y
)

の

一

家
に
於
け
る
は

"恰
も
政
治
，的
經
濟

(poutical 

o
e
c
s
o
m
y
)

の

一

國
に
於
け 

义
さ
等
し
い
。

然
し
な
が
ら
，一
國
的
に
は
從
雜
な
く
、總
ベ
て
の
者
は
子

☆

力
る
の
事
賞
、

I

家 

:
I
は
或
る
人
の
欲
す
チ
時
、其
の
欲
す
る
體
樣
に
於
て
形
成
せ
ら
る

、

を
得
る
も
の
で

•
あ
ウ
て
、彼 

.
れ
は
，

W

の
適
當
ビ

想
：：：

糊
：ず
る
雜
濟
の
辦
識
を
設
足
す
る
を
得

'る
の
で
あ
る
が
、詣
國
家

-.は，其の 

形
成
を
；過
去

.
に
：有

も
：：

の

で

め

：り
、其
，.の
經
濟
は
無
.數の
事
情
に
依
職
す
る
の
事
賞
に
於
て 

，雨
者
は
本
質
的
相
逮
を
泰

す

る

。

爲

政

，紫
：！

 

® 

(
其
の
，欲
す
る
所
の
.經
濟
を
設
定
し
得
る
も 

:

の
で
は
な
い
。

.
是
に
於
て
乎
，政
沿

S

經
濟
の
大
拔
，術
は
先
づ

W

の
人
民
の
精
：

神
、
態
度
、督
惯
及 

び
風
俗
に
對
し
て
：

#

の
：湖
ダ
な
る
作
用
を
適
合
，せ
し
め
、

g

し
て
後
是
れ
等
の
事
情
を
模

S

し 

:
:て；

史
ら
に
有

f
f
lな
る
：新
制
度
の

I

劇
を
輸
入
す
ろ
を
得
せ
し
む
る
に
在
る
。

r
g
j

學
の

主
た
る 

.
目
的
は

.凡

ゆ

る

人

民
に

：；®
:

し
て
生
存
の
二
定

..基
本
を
確
保
し
、之
れ
を
し
て
不
安
定
な
ら
し
リ

.

:

，
る
凡
ゆ
る
事
情
を
除
去
し
，其
の
社
會
の
詣
霜
要
を
，充
す
が
爲

*

め

に
必
要
，な

る

一
.

切
の
事

物

を

. 

. 

•

举
崎
，し
、而
し
で
自
然
に
其
の
住
民

.各
自
の
利
益
を
し
て
相
互
：に
其
の
相
互
：的
睹

0
.
-
0を
充
さ 

し
む
る
や
ぅ
に
彼
れ
等
の
間
に
於
け
る
相

S

的
闕

P

及
び
依
輯
を

生
：.f

r

し
.む

可

き

方

法

じ

於 

て
其
の
住
民

(

彼
れ
等
を
以
て
自
由
段
あ

b

と
想
像

レ
て)

に

業
務
を
與
ふ
る
に
在
る

《

g
d
,
, PP,

餓
十
-
 ̂

a

 

ニ
七
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歸
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ニ
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耽
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マ

一

カ

ン

チ

"

ズ

ム

W

ア

ダ

..ム

ス

3

ス

第

七

號

ニ

1
0

四

る し あ ► 眞 る 係  

や て る な ®C 人 

う 漸 と る 治 民  

に 次 論 も 的 の  

l i 其 絡 入 厳 オ  

心 c6 す 心 濟 能  

を E る の は に

2-3. r

 

' 

..

政
體

"法
制
及
び
風

®

の
相
違
よ
り
發
す
る
財
産
の
分
配
、階
級
の
從
屬
關 

於
，て
、稍

々

な

る

厕

に

看

g
.

さ

る

⑩
逮

-を
考
察
す
る
時
は
各
國
じ
於
け

.

I

必
然
膝
々
た
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、又
た

一

般
的
に
は
如
何

R 

十
分
な
る
準
備
な
く
ん
：ぱ、原
則
は
實
際
上
全
然
無
效
と
爲
り
得
る
も
の
で 

こ

ご

が

，出

來

や

ぅ

：。
1
:糊
ナ
な
る
經
濟
的
針

#

の
便
宜
に
就
い
て
判
斷
し
、而
 

民
を

’も

t

秘
的
利
益
の

'
 
誘
惑
を
抑
し
て
其
の
計
書
の
實
，行

に

1

政
.せ
し
む 

模
.塑
.す
る
は
爲
‘败
者
の
任
赖
で
あ

る
。
-

;

而
し
て
賞
行
よ
り
離
れ
て

M

務
ビ
省
察
と
よ
り
斯
.學 

の

原

理

を

袖

，出

す

る

：理
，：論

家

ぱ

特

.殊
の

®

民
に
對
し
て
相
對
的
に
考

.査

せ

ら

る

、

時

に

は

.如 

.何

l
i

合
理
的
な
，る
も
の
：：で

あ

て

ぁ

旣

定

意

見

に

與

す

る
一

切
の

P

見
か
ら
出
來
得
る
服
り 

自
己
を
引

&

離
-す
可
き
も
の
で
あ
る

0

，彼
れ
は
替

W

を
比
較
し
、相
異
れ
'る
國
々
於
て
相
異 

れ
る
，觸

果

を
生
す

冬

を

，：認

め

ら

る

、
際
に
同
様
の

觀

あ
る
制
度
を
仔
細
に
考
査
し
て
、世
界
の 

，市

民
た

る

こ
と

に

其
の
力
の
限

6
.を
盡

さ

な

け
れ

ぱ

な

ら

ぬ
。

-独
れ

は

出

来

る

限
ら
，の
勸
勉 

注
意
ゼ

を

以
て
斯
く
の
如
.さ
相
違
の
原
旧

を

.

考
査
す
可
き
で
あ

.る
。
，
眞
の
原
理
は
斯

.

く

 

0

如
.，き
研
究
に
由
つ
？て
發
；見
せ
ら
れ
る

(ibid,, 

p. 

3
0
。

彼
れ
は
營
だ
じ
現
狂
の
み
な

ら
や
、過
去 

を
も
思
料
レ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
，而
し
て
斯
く
行
ふ
に
ょ
り
て
彼
れ
は
原
始
的
単
.®ょ
ね
複
雜 

な
，る
文
化
に
至
る
人
顔
の
正
規
的
發
逵
を
姐
る
こ
ご
を
得
可
き
で
あ
，
ラ

(ibid., p. 
1
5
.)。

S
t
e
u
a
r
t
,

ぱ，言
ふ

r

統
，治
の
大
技
術
は
偏
見
及
び
特
殊
：の
意
見

#

妹

0

階
級
、殊

又

た

特

：魏
の 

個
人
に

‘對
す
る
依
：附か
ら
肖
己
を
引
離
し
、其
の
人
民
の
精
神
に

0
ひ、外
觀
上
之
れ
に
讓

^
?
し̂
'

而
し
て
斬
ぐ
行
ふ
於
て
彼
れ
等
を
し
て

♦

情
の
改
變
が
必
挺
，な
ら
し
め
た
る
變
化
を
愛
好

■
 

■■
 

■■ 

:

せ
し
む

-る

を

：得

可

.き

諸

情

：操

を

M
.
:吹
す
る
め

1力
あ
る
倾
向
を
之
れ
に
與
ふ
る
に
存
す
る

」

ご
。

('ibld.vp. 

12:)。

而
し
て
政
治
家
は

#

濟
的
.理
想
に
向
つ
て
其
の
市
民
を
借
導
す
る
じ
當
ウ
て

、

純

.乎

た

る

自：：

利
を
取
扱
ふ

.こ
と
を

.要
す
る
。
彼
れ
は
統
治

W

政
沿

.的
雜
濟

ど

を
：
K

別
，する
。
 

前
者
位
支
配
ず

.る
の
力
で
あ
ら
、後
者
は
施
行
す
ら
の
伎
储
で
あ
る
。
斯

<

‘て
統
治

^
5?は
自
由 

觸
立
の

.人
民
を
抑
制
し
得
る
も
、執

‘行
者
は
彼
れ

#

を

‘指
導
し
て
、

S
.利
の
寧
接

.詠

‘因
に
依
ウ
，て 

察
ろ
に
彼
れ
等
を
し

V

究

e

彼
れ
拳
自
身
の
本
然
的

.利
益
を
企
圆

.ず
る

！

定
の
針
*
に

一

政 

.せ
し
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ

0 J
i
b
F

 

p. 

I
4
9
.
r

爲
政
者
が

I

社
舍
を
支
配
し
、而
し
て
各
人
を
し 

-ヤ

1

ウ
の
計
盡

.に

從

，ウ

て

自

己

を

.指
導
せ
レ
む
可
き
最
良
の
方

.法
，は各

’個
人
め
利
：益

4

最
‘も

$

$
 

2
-
二
七
九
V

输0

マ
ー
力X

チ
リ
ズ
ム
と
ア
ダ
ム
.
®
ス
ミ
ス 

0
.
^
.
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H
e
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T

l

!
い
¥

:
チ
'

條
十
，
餘̂

ニ 

二
八
9

識

0 

•プ
J
ガ
，ン
ナ
ズ
ム

V

‘ア
# 
A
.ヶ
ス
まX 

雜

七

眺

H
0
六

克

<
 r
政
す
る
行
欧

.組
織
を

‘
構
成
し
、決
し
て
其
の
人
民

.
を
；し
て
ブ
般
の
事
項
及

.び
純
然
，タ
る

.=

公
共
に
闕
す
る

.事
填
に
於
て
私
利

'
 
以
'外
め

..或
る
原
理

：：

に
墓

き
.，

て

行

動

，せ

し

む
.'
 
る
を
得
可
し

，じ
.

自
；

信
す
る

一
こ

ビ
な
き
に
蒋
す
る

。
‘ ({bid, 

P, 

163)。

公

#

の
善
福
を
：形
成
す
る
も

の
，
は
：各

'
 
秘
的
：

利
，錦

の

結

仓

で

あ

る

。
‘
‘ 0

しV

是
れ
に
：就
い
：て
は

.公
共
、卯
：ち
政
治
家
の
み
惟

P

判
斷
し

得

る

.

I

 

,

の
ン
あ
る
。

(

I
.
, P

.

を

)
。
公
共
心
の
惊
理
が
廣
く
行
は
；：

.れ
、人
民
が
全
然
.私
心
な
き
に
至
つ
な 

,
な
ら
ぱ
、彼
れ
，

•等
を
支
配
す
る
の
可
能
姓
は
箱
せ
ざ
る
可

ŜTO

で
あ
る
。

(ibid., 

p. 

1
6
5
)
0 

^
に.斯 

の
如

.き
'
® 

.
說
に
在
：つ
て
は

脱

利
ご
公
益
ビ
の
對
：立

.は

.最

少

限

に

歸

せ

し

め
ら
る
る
も
の
で
あ 

る
0

然
し
な
が

.ら
彼
れ
は
，猶
ほ
明
確
に
マ
ー
力
ン
：チ

メ、
ス，
：

ト

S

思
®
劇
內
に
存
す
る

も

.ので 

.成
タ
て
、逢

‘業
及
び
商
業
を
導
い
て
正
し

.さ
水
路
：に
着
か
レ
む
る
は
政
：治
家
に
収
つ
て
賢
明
：な
：

ぷ
：所
以
を
强
く
主

.張
し
た
の

.で

.あ
る
。
.

0
^
彼
れ
は
之
れ

..

を
.：

以
て

-最
も
困
難
な
：ろ
事
幾
し

.'

て
認
め

‘て
居
ウ

'た
。

斯
く
の
如
き
は
其
の
先
人
の
殆
，ん
ど
悟
：

J
,す

る

こ
ど
.の
な
か

り

た
所
で 

あ
る
 
0 

(
c
c
n
n
i
n
g
h
a
m
;

 : 
0
P
. cit,, 

d
p
. 

8
5
- 8

6
.)。

.

,

$ 

:

斯
ペ

V

金
銀
：輸
與
の
戴
に

‘關
し
て
先
づ
表

.明
せ
ら
れ
：た
る
經
濟
的
，自
由
主
義
が
漸
次
ニ
般

的
性
-質
.を
、#

;

あ
’i

の：

際
，、得

®
 

'
に
、.於

.て
は
：j 

#
'
少
#

 

0
虞

，#
.精

跨

な

^

者

は

彼

れ

.

等
の
邦
家
の
帅
吟
し

c
v
>

あ
る
忍

’び
難
き
翦
狀

.に動
，，

さ

れ

て

、人

類

ゆ

：社
會
.，.的
關
係
に
於
て

.も
，.

.
!

究
の
自
然
利
學
、永
久
不

變

め
ハ
理
た
る
原
則
が
存
在

せ

ざ
る

可
ら
，ざ
‘る
‘も

の

で
あ
'ウ

て
、彼

.

れ
等
の

.

.鄉

i

を
惱
ま
し
つ
、
あ
る
恐
る
可

.き
禍
患
，の
原
因
は
其
：の
僚
：

.害
に

'
‘あ
り

ざ
：
做
ず
の

思 

想
に
逢
着

-
!
た̂
の
で
あ
る
。
既
に
其
め
著

E
s
s
a
P

 p
h
y
s
i
q
u
e 

sur 

r
i
c
o
n
o
m
l
e

 

a
n
l
m
a
l
e
.

の
第
ニ
饭

(

v
j 

千
，七

ぽ

四

十

七

年

&)

に
於
て

"人
.體
.生
.理
の
上
に
心
理
學
を

.‘建

，設

せ

ん

，と
.
-
-
/

然

ク

權

.利

t

し
，
'

て
自
.由

を

，主

張

.け

る

，と
，共
に
<入

間

の

社

會

性

を

.高
；調
せ
.，る
'':

Fran.
9
0is 

;
Q
L
l
e
s
n
a
y

が

後

年

の

.
®
濟 

學 

0
.は
，
.
.

Earl 

of shafteobury, 

L
o
c
k
e

 

及 §

 

S
i
c
h
a
r
d

 

C
u
m
b
e
r
l
a
n
d

 

等
の
英
國
擧
者
並
び
に
自
‘國
の 

N.:colas 

M
a
!
e
b
r
a
n
c
h
e
.

等
ょ
々
，受
け
た
る

®

學
上
の
演
釋

gl.

に
舉
礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

y
彼 

れ
等
を
新
，

.科
’'學」

は
同
然

.
€1

政
.す
る
こ
く
最
も
木
な

 

'る
..が
故

'に
、人
•間
に
取
ゥ
て
最
良
な
る
政 

.め
®
-

織
ね
る
 

Physiocratie 

の
研
究
で
め
ウ
だ
。

(Dupont, 

Physiocratle 

o
u

 

constitution 

naturelle 

d
u

 

gou<efbeIneht 

le 

plus 

a
v
a
n
t
a
g
e
u
x

 

a
u

 

genre 

h
u
m
a
i
n
)

 

1
7
6
8
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參
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ご
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, 

■

ん
：し

.て
贸
易
平

0
0 ti.

其
，の

..隨
伴
者
れ
る
貨
‘幣
定
量
說
ょ
歸
結
す
る
營
然
の
結
翰
に
由 

つ
て
破
ら
る
く
に
至

.：ジた
。

(

前
，揭

「

デ，グ

ィ

K
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ユ
ん
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易
平
衡
論
；

J

參
照

}。
今
や
，網
力
：

第
十
*

T

卷

ニ

ニ

'

八
'-4.0..' 

:

論

^

マ-
—ヵ
シ
チ
'リ
メ
.
’ム*
プ̂
ダ
ふ
.ヶ
、ス
ミ
ス
. 

然
★
跳
，.

3

I



I

第
十
七
勉

(
一
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八！ 0

論

魏

マ

I
カンす：

"
ズム

V

ズ
グ
ム
.
•
ス
ミ
ス

 

稱

七

號
H
C八

な
"る
雜
濟
"學
體

系

に
®

す
る
道
は

A
d
a
m

 

S
m

i
t
h

の
前
に
開
か
れ
た
。
吾
人
は
今
出
來
得
る
.：服
 

簡
單
に
マ

I

カ
ン
.

チ
リ
ズ
ム
に
鎭
す
る
彼
れ
の
意
見
を
紹
介
せ
ん
と
す
る
。

:
A
d
a
m

 

S
m
!
t
h

 

..の商
業
主
義
、即
ち
ア
ー
カ
シ
チ
：

^
ズ
ム
に
對
す
る
意
見
は

「

國
赏
静
第
旧
編
中 

に
看
，出さ
れ
る
。
彼
れ
は
袍
異
れ
る
時
代
及
び
國
民
の
相
異
.れ
る
富
裕
の
進
步
ほ
經
濟
學
の 

ニ
個
の
相
異
れ
る
：主義
を
發

.生
せ
し
め
た
。

1

0
は
商
業
主
義
、他
は
農
業
，生
義
と
稱
す
る
こ 

ざ
を
得
や
ぅ

」

と
說
い
て
ゐ
る
。
而
し
て
彼
れ
が
先
づ
攻
撃
を
加
へ
た
る
も
の
は
商
，
主
義
で 

あ
ウ
た
。
彼
れ
の
意
見
に
擴
れ
ぱ
、商
業
主
義

t
i

當
を
以
て
貨
幣
ょ

6

成
る
ご
做
ず
の
俗
見
に 

條

‘る
も
の

.
で
あ

CV,,

て、斯
く
の
如
き
俗
見
は
文
た
貨
幣
が
商
業
の
用
具
及
び
'價
値
の
尺
度
ご
し 

て，
二

重

の
職
能
を
有
す
る
の
事

-賞
か
ら
齒
然
に
發
，生

.し
た
も

.の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
.き
見
解 

は

歐

洲

諧

國

を
し
て

金

銀
‘の
輸
入
を

獎
勵
し
、其

の
輸
出
を

碎

害

せ
レ
む

る

至

ら

し

め

た

：。

^

は
：又
ぬ
彼
れ
等
を
し
て
更
ら
に
生
産
的
な
る
國
內
交
易
ょ

i

も
外
：國
資

n勿
を
選
む
に
、至
ら 

し

め

た

。

"か

の

春

播

の

：時
季
，.
K際
，し、良
穀
を
地
に
役
す
る
農
夫
の
.行
線
の
み
を
見
る
者
は
彼 

れ >
:

以

r
盤
夫
に
非
す
し
て
、寧
ろ
在
夫
な

6

ヒ
思
僧
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
而
ら
彼
れ
が
力
作
の

; 

' 

, 

.

.

.

.
,
,

I:
 

.
 

■
 
'
 

■
 

,

s

 
!

k

^

時
に
於
.て
其
の
勞
力
を
考
量
す
る
時

.

は
、吾
人
は
彼
れ
'

が
行
.爲
0

價

值

と

豐

富
‘

gLtf0.i.rl
 
i

，な

る

所

廣

と

を

發：：

見

す

る

こ

ビ

を

得

可

しj

云

や

€
稱

し

て

金

.0
の

輸

3
;

 

0
限
に
，反

徵

し

た

4 

T
h
o
n
m
s

 

M
u
n

の
如
，き
論
者
す
ら
無
制
服
な
る
交
け
勿
の
結

果

は
結
局
更
ら
に
多
く
の
金

-M
の
輸 

入
'を
來
さ

し

む
，可
さ
を

論

據
と
し
て
斯
く
の
：如

&

議
：論
に
出
で
た
の
で
あ
る

0 

g

ゆ
る
貿
為 

の
葬
額
に
對
ず
る
特
殊
の
：注
意
は

^
1の
國
土
に
對
す
る
货

#

の
不
斷
の
流
：入
を
確
：保
す
可
き 

も
の
，
と

，
.
.信
赞
ら
れ
た
。
而
し
て
交

n勿
の
ほ
山
は
何
等
斯
ぐ
の
如
さ
政
府
の
注
意
を

.俟
た
，す
し 

て
適
，當

な

る

數

S

•に
於
之
れ
を
俱

.給
す
る
に
於
て
常
に
遺
爐
な
き
も
の
で
あ
：ヴ、謂
ゆ
る

「

不 

利
な
る
資

4

平
‘海」

ょ
も
生
す
る
一
‘爲
替

.の
高
俄

」

は
不
利
な
る

.資

nか
の
平
衡
，を
.，增

大

せ

し

め

，中

し 

て
.之
れ
を
減
少
せ
し

.め、而
し
て

W

の
結
果
ご
し
て
金
報
の
輸
出
を
增

.加
せ
し
め
す
し
て
之
れ

-
 

を
减
少
サ
し
む
る
の
傾

..向
あ
る
乙
と
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
ウ
た
。

一

國
內
に

於 

け
る
金
銀
に
對
す
る

®

要
は
楚
れ
：等
金

®

に
對
し
て
存
す
る

.用
途
じ
ょ
ク
て
限
定
，せ
ら
る
、 

も
の
で
あ
レ
、其
の
主
力
る
用
簿
は
货
物
を
流
通
せ
レ
む
る
に
あ
る
。
財
货
が
必
然
的
じ
貨
幣 

e

後
を
道
ふ
に

.非
す

し

て

、遺
幣
が
財
货
の
後
を
追
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
：

H

W
貴
：の
流
通
の
爲
バ 

め
に
：入；用
な
ら
ざ
る
货
艘
は

一

家
の
所
要
以
上
に
出
で
ぬ
る
銅
及
：び
風
の
存
在
高

W

等
し
く 

態
分
：な

'
 
る
も
の
で

P
る
。
金
舰
は

0
货
の
形
態

L
L

於
て
存
す
る
も
、亦
た
，金
銀
辟
の
形
態

.に
於
：

斜
十
セ
卷

U
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敏

セ

號

三

I 

0
 

.‘‘て
#

す

る

も

.其
の
什
恶
力
る
こ
ご
は
勝
手
道
具
ビ
異
な
る
こ
ご
が
な
い
の
で
あ
る
。
陸
海
取 

.

.の
如

<3^
す
ら
金
銀
を

I以
て
維
持
せ
ら
れ
ず
し
て

"之
れ
ン
爲
め
に
入
用
な
る
•も
の
は
消
費
し
得 

可
き

.財
貨
で
あ
る
：。：
而
：レ
：て
斯
く
の
如
&
財
货
は
國
內
の
勸
勞
の
年
篮
物
の
餘
剩
を
以
て
購 

‘入
せ

.ら
る
可

&

で
あ
る
。
地
金
銀
は
國
民
的
鋳
货
が
凡
ゆ
る
特
游
の
國
：家.內
に
於
て
流
通
す 

::

る
ヒ
同
憐
に
相
異
れ

：
ろ
詣
商
業
國
の
間
に
流
通
す
る
が
故
に
、

g

國
民

i

i

成
る
大

商
..

業
國

6
 

.貧

辩

ご

し

て

，思

料

せ

も

れ

：得
.'可

&

も
の
で
あ
る
。，
而
し
て
其
の
流
通
ど
：總
高
と
は
恰
ら
國
內 

.
に
，於
け
る
ビ
同
一
の
原
因
に
よ
つ
；て

‘維
持
せ
ら
る
。
外
國
贸
易
の
利

#
 2

i

決
し
て
是
れ
ょ
：り 

生
：す
る
金
銀
の
輸
入
に
非
や
し
て
、各
權
財
货
の
輸
入
で
あ
る
。
ア
メ

 
.ジ
力
の
發
見
が
歐
洲
を 

富
ま
し
め
た
る
は
金
銀
の
輸
入
に
よ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
此
の
地
方
の
*
挑

の

な

る
 

に
ょ
ら
て
是
れ
等
の
，金
腐
は
從
前

.に
比

U

て
低
廉
ビ
爲
ウ
な
。
ダ
メ
ジ
力
の
發
見
が
歐
洲
を 

利
せ
る
は
財
货
，に
：對
す
る
新

市
？？

を
開
き
た
る
に
由
る

も

の
で
あ
る
。
而
し
て
雨
大
陸
間
の 

变
易
は
舊
大
陸
に
料
す
る
ビ
等
し
く
新
大
陸
に
収
ウ
て
も
當
然
有
利
な
る
可
さ
も
め
で
あ
ウ 

:

‘な
の
で
あ
る
が
、其
の
土
民
に
對
：す
る
歐
洲

.人
の
野
蠻
な
る
不

E
:行
爲
に
よ
つ
て
ぢ
の
利
舜
は 

、惧

4
:
れ
.た
の

.で
あ
ー
を
，。

貿

易

に

對

，し

て

何

等

の

制

.限

も

，存
‘
せ
ざ
，ろ

し

#」

も
#

、利
餘
は
.‘更

ら.：，：

■ 

■
 

. 

■

遙
か
に
大
な
る
も
の
が

わ

ウ
た
で
あ
ら
う

。

{
T
h
e

 

W
e
a
l
t
h

 

of 

r̂
atlons, 

bk. 

IV.,. chap. 

i.)。

,

次
い
で

A
d
i

 

S
I

h

は
章
を
改
め
て
、國
內
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
得
る
底
の
財
貨
の
國
外
输 

入

，
じ

對

す

る

制

，
，服

：
を

：
論

，
ず

：
る

に

當

つ

で

、
！

定

社
會
の
一
般
的
産
業
は
決
し
て
其
の
社
の
資 

本
が
使
用
じ
得
る
：所
，，，の
も
の
を
超
過
す
る
こ
ビ
な
し
ビ
稱
し

"一

定
'特殊
の
人
物
に
よ
り
て
持 

續

.的
に
使
：用
せ
ら
れ
得
可
さ
勞
働
者

S

數

'
 
は
彼
れ
の
資
本
に
對
し
て

一

足
の
比
，例を
保
た
ざ

.
 

-

る
可
ら
ざ
る
と
等

.し
く
、又
た
大
社
會
の
全
員
に
よ
つ
て
不
斷
に
使
用
せ
ら
れ
得
る
者
の
數
は 

其
の
社
會
の
總
資
本
に
動
し
て

h

定
の
比
例
を
保
ウ
可
き
も
の
で
あ
ウ
て

Y決
し
て
此
の
比
例 

を
超
過
ず
る
こ
ビ
能
は
す
と
做
す
の

r

般
的
原
理

'を
表
明

レ

て
ゐ
る
。
總
ベ
て
商
業
の
制
規 

ほ
如

；

何
な
る

k

會
に
於
て
も
其
の
貧
本
が
維
',
持
し
得
る
所
の
も
め
以
上
に
燕
業
の
分
量
增 

:

加
す
る
こ
ギ
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
を
は
單
に
其
の

一

部
を
、這
股
の
制
规
が
蒋
し
キ
か
つ 

た
な
ら
ぱ
赴

く

こ
せ
が
な
か
ウ
ぬ
で

P
ら

ラ

^
思
は
れ
る
方
前
に
轉
向
せ
し
め
得
る
の
み
で

あ
る
。
而
し
て
此
の
不
自
然
な
る
方
向
が
其
の
自
か
ら
赴
い
た
で
あ
ら
，う

V

思
は
れ
る
所
の

.

.
,
,
■
 

'
 

' 

. 

'

:
一
 

.

,

も
の
に
比
し
て
其
の
一
社
會
に
對
し
て

1

層
有
利
な
る
の
觀
が
あ
る
か
如
何
う
か
は
決
し
て
確 

で
は
な
い
。

各
個
入
は
，總
ベ
て
其
の
支
配
し
得
る
資
本
に
.對
し
て
最
も
存
利
な
る
使
用
を

第

十

七

後

ニ

ニ

八

玉

)

髓

魏

マ

I
ヵ
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チ
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ア
ダ
ム
ミ
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第七

®

 

H

1

ニ

看
出

さ
.ん
ビ

し
て

‘絕
す
努
力
し
つ
、

あ
る

も

の：で

あ

る
。
狗
に
彼
れ
の
目
的
€
す

る
：
は

彼
.；
 

れ
自
身

Q
：

利
益
で
あ
，ウ
：て
社
會
の
其
れ
で
は
な
レ
。

然
レ
な
が
：ら
彼
れ

.自

.身
の
利
織
め
研
梵 

;

は
-自
然
，に

"
否
な
必

.取
，！被
れ
を
導
い
て
其
の

.社
會
に
對
し
て
最
も
有
：利
な
る
使
用
を
選
ぱ
し 

め
る
と
彼
れ
は
他
の
幾
多
の

-
場
合
に

•於
け
る
が
如
ぐ
、

！

ウ
の
見
え
ざ
る
手
導
か
れ
て

(led 

b
y

 

a
n

 

invisible 

h
s
d

養

も

其
の
：意
圓
を
形
成
す
る

こ

の
な
か
ジ
た

1
0

の
-目

的
を

-助
成
す
る

'
, 

に
.至
る

..？
彼
れ
は

S

已

の

利

益

を

追

，
求

す

：
る
，

.に

よ

ウ

て

.
M
. 

❖現
，賞
に
，其

の

社

會

の

利

錄

を

撞 

進

せ

ん

.
こ

V

を
意
脇
す
る
場
合
よ
&
も

1

層

有

效

に

之

れ

を

增

進

す

，る

0
 

.彼

れ

ね

資

本4
^

使 

用

し
.

得
.る

內

國

邀

.紫
：の

..

利

S

及

.び

0 

^
産
.か
.最
，大

な

る

價

値

を

有

..す
可

‘§
も
の
に

.
就
い

'
 ̂

は
，明

か

K

各
倘
人
は
其
，の
地
方
的
境
遇
に
於
：て
如
何
な
る
爲
政
者
若
し
は
立
：

.法
者
が
彼
れ
：
 

の
爲
：め
に
：射
ひ

.得
る
よ
ゥ
も
遙
に
善
く
判
斷
し
得
る
の
で
あ
る

"

爲
政
紫
は
私
利
を
し
て

P

 

6
,孜
，々
ご
し

.て
其
の
，道
を
行
く
じ
委
甘
し
む
可

き

も
の
で
あ

.
る

。
而
し
て
彼
れ
等
は
安
ん
じ 

て、凡
ゆ

る

報
的
ふ
豕
族
の

.
3
5

抓
に
於
て
造
漏
な
き
所
の
も
の
は
大
.王
國
の
共
れ
に
於
て
も
趟

擧
，
 

タ
る
こ
て
？

極

め

，て

稀

れ

摩

る

：を
：信

す

可

き

セ

；
あ

：
一
る
。
何

人

ご
雖
も

，

購

ふ
よ

，.
も̂
：造
‘
ろ

こ

.
ビ0 

用

：大
な
る
可
き
ら
の
を
國
に
於
て

0
す
る

r
J

ど
'
 
が
な
い

で
あ
ら
う
。

而
し
て

國
，家

よ
自

隣
じ

.於
'け
る

.よ
タ
も
國
，外
よ

'な
‘し
て

.一

層
被
藤
，に
供

.給
'せ
ら
，れ
得
可
さ
場
，合
限
ウ
て
之

i

 

を
國
外
よ

&

購
入
せ
ん
ビ
す
る
。

r

國
の
人
民
を
し
て

.
0
由
'に

■

入
せ
し
め
よ
、然
ら
ぱ
彼
れ

- 

等
の
收
入
を
增
加
し
、

*

が
て
又
た
閩
國
の
資
本
及
び
收

'入
を

®
,加
す
る
に

^

る
可
き
で
あ
る

" 

外
國
ェ
：業
品
の
；

S
I

由 
>輸
，入
；は

.，し
て
許
さ

‘れ
ん
：か
、蓋
し

0
多
の
國
內
ェ
業
は
損
書
を
蒙
り
、

’而：し
 

て
其
の
或
る
者
は
恐
ら
，く
全
然
取
減

.に

.赴
，く
で
あ
ら
ぅ
。

然
も
最
も
自
由
な
る
農
，遗

物

の
輸 

入
.も
其
の
國
の
農
攀
に
對
し
て
何
等
斯
く
の
如
き
影
響
を
有
す
る
こ

.と
を
得
な
い
。
然
し
な 

が
ら
國
內
厳
業
保
護
の
爲
め
，に
外
國
の
其
れ
に
對
し

'て
一
定
め
負
擔
を
課

.す
る
こ
と
が
：槪
し 

て有利なる可一個の場合があ

る，

やぅ

k
見
え
る
。

第

4
:

は
：
1

定
：特

‘
0
の

_遊
業
が
，典
の 

國
家
の
防
備
に
，収
ウ
て
必
要
な
る
場
合
で
あ
る

"

彼
れ
は
：是
一
に
國
防
は
®
裕
よ
り
も
遙
か
ド 

‘一‘，層

重
：.

要
，な
な
ご

I灘

し

、航
海
：；
條
；例
が
恐
ら
く
英

P
.

の
凡
ゆ
る
商
業
制
规
中
に
在
り
て
最
も 

賢
..明
な
：る、も
の
な
ろ
可
き
を
認
め
る
。：第
二
は
內
國

.庫
業

.

.の
所
産
に
對
し
て
國
內

.じ
於
て

1 

足
の
祖

-稅
が
赋
課
せ
ら
る
、
場
合
で
あ
る
。

(ibid,, 

chap, 

vli.)？ 

V

生
得
の
必
要
品
に
動
す
る

®

税
'は

®

碑
な
る
土
壞
及
び

.不
良
な
る
氣
候
ビ
略
：

>
.

等
し

.さ
-影

-
 

: 

•

響
-を
其
の
人
民
の
機

®

に
對
，し

て

與

ふ

る

も

の

で

，あ
る
。

他
：の
i

々
が
：我が
，财
貨
對
レ
て

鶴
す
七
翁

(

一ニ
 <

セ
>
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第
セ
號

ニニ

四
‘

課
桃
す
る
ビ
し
て
も
、吾
人
が
嚴
し
て
報
復
的
行
爲
に
よ
つ
て
利
得
す
る
や
否
や
は
明
崎
で
な 

い
。

斯

く

の

如

，き

復

響

が
其
の
目
的
を
確
保
す
る
に
庶
幾
き
や

！

fn 
.や

を

刺

斷

す 

な
，：る
：可

さ

，
一

般

的

原

稱

，に
よ
つ
て
一
其
.の
考
慮
を
支
配
す
可

&

立
法
者
の
、#

た 

俗
に
爲
政
者
若
レ
ぐ
は
政
治
家
と
稱
せ
ら
る

S
•、か
の
狡

®

陰
臉
な
る
動
物

の 

y
荐
し
も
是
れ
に
.依
り
て
其
の

0
的
を
達
す
る
こ

€
を

得

な

か

.り

力

タ

し

た 

其
の

-r

部
.特
殊
の
人
民
に
判
し
て
加
へ
ら
れ
た
る
號
害
に
復
響
す
る
が
爲
め 

に
毀

#

を
與
ふ
る
に
過
ぎ
な
い
。
旧
よ

b

人
道
の
爲
め
に
制
服
の
撒
廢
は
漸 

可
き
も
の
で
は
あ
る
が
、而
も
特
種

®

造
業
：各
の
‘解
散
は
軍
隊
の
解
散
比
し 

す
る
こ
が
遙
か
に

»

少
で
あ
る
。

一
補
の
勞
働
よ
&
他
の
も
の
に
動
勉
の 

は
正
さ
に
息
情
ビ
遊
蕩
と
を
何
等
，か
の
勞
働
に
向
は
し
む
る
よ
ね
も
遙
じ
容 

.あ
る
。
然
し
な
が
ら

货

n勿
.
の
自
*
が

全

然
大
不
列
網
に
恢
復
せ
ら
れ
ん
こ

^

ォ
セ
ア
ナ
苦
し
く
.は
ユ

I

ト
ピ
ア
が
此
處

L
i

建
設
せ
ら
る

、こ
/y

j

あ
る
可
き 

等
し
く
無
稽
な
：る
も

-
の，で
あ
る
。
营
だ

.

.

.に

一

役
肚
會
の
歸
覓
の

.
み
な
ら
す
、遙

ほ で る 起 る K は る ろう
も
，征
服
困
難
な
る
も
の
、即
ち
幾
多

0

人
の
龍
'利
が
當
り
難
き
力
を
以
て
媒
抗

る
は
常
に
同 

る
よ

6
.も
、專

技
巧
に
.屬
す 

な
ら
ぱ

"
_
4
^
1

人 

に
我
が
全
人 

を
以
て
行
は 

て
災
害
を
誘 

方
向
を
變
や 

な
る
も
の 

を
期
恃
す
る 

を
斯

.恃

.す
る

. 

か
に
之

s
i

ょ
 

ず
る
。
立
法

部
に
レ

V

其
の
考
慮
を
：部
分
的
利

'猛
の
喧
，
執
抛
な
る
要
求
に
ょ
つ
て
動
，さ
る
、
こ
メ
な
く

1

驶
的
福
利
に
斜
す
る
廣
抓

'な
る

2^

解
に
よ
つ
て
指
導
せ
ら
る
可
き
も
の
と
し
な
な
ら
ぱ
須

.
 

.

.
'
.
.
.
.

ニ

ニ

、
.
.
、

 

■
,

.

.

ら
く
 

袖
の
獨
占
を
新
た
に
設

®

ず
る
こ
ご
な
く
、又
た
既
設
の
も
の
を

一

層
擴
張
す
る

€ 

な
-き
を
期
さ
な
け

.れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

六

贺

R勿
の
平
衡
が
自
國
に
取
ウ

V
I
不
利
な
タ

W

想
定
せ
ら
ろ

\
諸
國
よ

-

=
v

す
る
始
ん
ど
總
ベ 

て
の
種
類
の
財

.货
输
入
に
：

'對
す
ろ
非
常
な
る
制
眼
は
商
業
主
義
の
照
理
に
並
く
も
ル
叫
は
不

<2 

理
で
あ
る
。レ
例
へ
ぱ

g

货
が

i如
！S

な
る
他
の
地

^

よ
り
も

®

國
：よ
/
^
低
辦
に
輸
入
せ
ら
る
可

.き

.遺
合
に
は
我
が
輸

.入
品
の
總
額
は
是
れ
等
の
も
の
が
他
よ
ら
収
得
せ
ら
れ
ざ
る
を
将
ざ
.る

.. 

.

-

:
.

.

'

-

.

.

.
■ 

■
.
 

' 

‘ 

- 

' 

.

.
:
. 

■ 

■

,

隙
よ

.

も̂
其
の
價
値
少
な

.，く，平
衡
は
其
れ
だ
け
我
れ
に
街
利
な
ら
ざ
る
を
得
な
，い。
或
る
ニ 

國
間
の
パ
ラ
ン
ス
と

®

を
ら
る
る
も
の
が
其
の
孰
れ
の
侧
に
存
す
も
か
を
決
：草
す
可
き
！
定

.

.

.

の
標
準

Iは
蒋
せ
；ざ
る
も
の
で
あ
る
。
常
に
特
殊
商
人
の
私
利
に
よ
ウ
て
助
成
せ
ら
る
、
國
民 

'的
.偏
見
及
び
怨
恨
は
槪
し
て

.之
れ
に
關
す
る
總
ベ
て
の
問
题
に
對
ず
る
吾
人
の
例
離
を
指

0 

す
る
原
理

.で
あ
る
。

V
旗
；>
斯
.く
の
如
さ
場
合
に
依
據
せ
ら
る

> 
ニ
偶
の
.機
準
、即
ち
關
税
簿
及
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0

な
る
も
の

..で
め
る
：。

是
れ
等
の 

を
な
せ
る

'貿

n勿
平
衡
の
全
學

M 

の
揚
所
が
互
に
交

n勿
す
る
際
に 

の
で
あ
る
が
£

れ
に
し
て
幾
分 

斜
.す
る
割
合

k

比
例
し
て

M

の

ぎ十"1̂

卷

(

ニ
..

一

九0
.
)

論
‘’：

.眺
マ

J力
ンチリズム

..さ

.ア
ダ
ム
®
ス
ミ
ス

び
.爲V

释
相
揚

S

孰
れ
も
極
め
て
不
精
確
な
る
も

S

で
あ
：る
 

如
き
非

.常
な
る
制
限
：は

1

般

原

，理

ょ

^

す

る

も

亦

た

不

合

理 

制
限
の
み
な
ら

.す
、商
業
に
關
す
る
凡
ゆ
る
他
の
制
换
の
祐
•礎 

ょ
*̂
も
無
：雅

な

る

も

は

ま

し

得

な

い

。

此
の
學
說
は
一
一
つ 

は
、若

レ

バ
ラ
ン
メ

..が

^

衡
な
ら
ぱ
其
の
孰
れ
も

®

得
な
、さも 

に
て
も

一

方
に
倾
く
時

.は
他
は
其
め
，精
密
な
る
平
衡
ょ
り
傾

1

方
は

 ̂

#
し
他
は

®

失
す

る

も
の
で
あ
る
と
想
象
す
る
。
然
し
な
が
ら

，强制
な
く

拘
束

ムふ
 

く
自
然
に
又
な
正
親
的
に
兩
地
一
方
間
に
行
は
る
、
貿
易
は
縱
令
ひ
常
に
平
等
に
然
る
こ
と
な 

し

す
る

も
，5

S

に
兩
ボ
に
勤
し
て
有
利
な
る
も
の
で
あ
る
。

.Sm
i
t
h

は
利
释
若
し

く

は
利
な

i 

. 

,
;
, 

-
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,!
 
!
....: 

.

.

.
,レ
 

I
.
. 

.
7 

.

;

.

ぷ
語
：を
以
て
金
，銀
：の
數
量
の
增
加
ご
解
：甘
：す
し
て
、其
の
國
の
土
池
及
び
勞
働
の
：̂
收
益
の
交 

換

.惯
航
の
增
加
若
し
く
は
其
の
住
段
の
弗
收
入
の
增
加
ご
做
す
も
の
で
あ
る
。
雨
地
方
が
共 

に
國
簿
物
を
交
換
す
る
場
合
に
は
、彼
れ
は
平
等
に

.利
得
ず
る
，の
常
で
あ
る
。

蓋
し
各

ini

外
‘國 

市
場
に
對
し
て
餘
剩
を
準
備
す
る
が
爲
め
に
使
用
せ
ら
れ
た
る
資
本
を
問
牧
し
つ
.、
あ
る
が 

故
で
あ
る
。
例

^
へ
ぱ
英
國
が
煙
草
及
び
束
：印
度

.産
：货
物

.に
，對

.し
て
佛

.國
品
！を
購
ふ
が
如
さ
贸

易
.關
係
に
在
ク
て
は
、雨
，者
は
等
し
く
利
得
す
る
も
、其

'の
程
度
は
同
：

一

で
は
な
い
。
年
々
之
れ 

に
.使
用
せ
ら
れ
た
る
侧
國
資

：：

本
の
全
部
は
年
々
佛
蘭
西
人
民
の
，間に
分
配
せ
ら
る
可
き
で
あ

.
 

: 

I
 

.

.

.

. 

,
 

,

る
.が
、是
れ
等
外
國
货
物
の
購
入
せ
ら

.
る

y
英
國
貨
物
の
生
産
に
使
用
せ
ら
る
\
英
國
資
本
の 

部

分

：の

み

が

英

國

民

.の
間
に

#

々
分
配
せ
ら
る
：可
き
で
あ
る
。
若
し
處
國
が
佛
國
ょ
リ
年
 々

輸
入
せ
ら
る

〜

賃
物
に
對
し
て
支
柳
ふ
に
爐
草
，及び
印
度
'物
產
を
以
て
せ
す
し
て
金
銀
を
以 

-

て
す
る

W

し

4
^

な
ら
ぱ
、英
國
は
前
の
磁
合
に
比
レ
て
毫
も
利
害
の
程
度
を
異
に
す
る
こ
と
な 

ぐ
，常
：に
微
分
の
利
得
を
有
す
る
。

S

己
め
欲
求
せ
ざ
る
條
剩
に
代
べ
て
享
有
す
可
さ
財
貨
を 

有
す
る

こ

€ 

々
犬
な
れ
ぱ
其
の

.人
民
は
愈
タ
富
め
る
も
の
で
あ
る
。

ぴ

a
,
- pt. 

2
.

)

o

彼
れ
は
次

S
,

で
：戾视
、獎：

S

金
、通
商
條
約
、植
民
地
じ
就

S

て
論
じ
た
る
後
、最
後
に
第
三
版
に

於
i

.

め
て
附
部
せ

I

☆

る
I

主

S

於
て

#

が
國
の

I

I

に
ょ

a

て
主

と
し
て
；獎
勵
せ
ら
る

- 

>
は
富
者
と
有
力
者

0

利
益
め
爲
め
に
遂
行
せ
ら
，るく
産
業
で
あ
る
。
 

貧
者
ご
窮
迫
者
と
の
：利
益
；の

.爲
め

R

經
.營

せ

ら

る 

>
 所
の
も
の
は
等
閑
威

4
ら
る

、
か
、若
し 

<
は
狗
壓
せ
ら
る

 

>
こが餘りに多きに過ぐる

」

ご输

.じ
，て
ゐ
る
’。

其
の
著
例
は
亜
硫
糸 

.で
あ
る
。

羊
毛

.業
は

K

ゼ
ン
ス
の
立
法
者

D
r
a
c
o

の
法
典
ご
等
し
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t
\

れ

た

と

稍

し

，得

：
可

き

：
保

護

法

，

6

、範
例
：

.を

與

，ふ

る

も

の

で
.あ

：
る.が

、
而

も

是K

等
の
法
辨
は

®
.
,

.9 

賞

.施
を
見
る
に
は
餘
り
に
，踐
忍
に
過
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
總
ベ
て
斯
く

 

0
如
き
場
合
に
'はニ 

大
.原
：理

.が

®

犯
せ
れ

.る
。，

©

だ

に

生

命

な

き

職

業

用

具

が

橡

出

し

得

，；ざ

し

の

み

な

ら

t
 

生
け
；
るlii：

具

即

ち

，職
人
..も
‘亦
力
自
由

.に
，海

外

に

.出

’づ
■る
こ

ご
を

.抑
制
せ
ら
れ
て

®

ウ
た
。
タ 

4 

ま

へ
て
の
生
産
，の

I吼
：一
の
目
的
及
：び
所

.期
で
あ
る
、而
し
て
生
産
者
の
，利
盤
は
惟
り
消
.費 

者
の

.利
释
を
增
進
す
る
必

."要
な
る
可
き
眼
ね
ド
於
て
の
み
顾

.霞
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
 

此
め

{ル
'則
は
究
全

y

自

.明
な
る
も
の
で
あ
つ
て

.之
れ
を
立
.驟
せ
ん
と
企
つ
る
は
不
理
な
る
の 

觀
が
あ
る
ご
稱
し
て
ゐ

.る
。
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人
.爲
の

.
制
度
は
公
共
の
利
慈
を
梢
進
せ
ん
と
：
 

L
/
V
J
:

却
.つ
て
其
：の
目
，

.的
キ
失

..す
る
こ
ぜ
が
麥
：い
。

而
も
總
ベ

.
て
の
特

S
:若
し
ぐ
は
制
限
の
制 

度
が

’完
全

.

撤
廢
せ
ら
れ
ぬ
な
ら
ぱ
、明
白
單
純
な
る
自

.然
的
肖

由
..

の
制
度
は
自
ら
確

.な
せ

$
 

れ r

る
。

0
びぶ
.

)
ohap.'ix. 

二
'
 

.
.

、固
ょ

.0
這
般
の
理
論
は

S
m
i
t
h

に
ょ
つ
て
其
の
‘雜
濟
學
說
の
基
礎
と
し
て
明
白
に
呈
示
せ 

&

れ

て

は

居

な

い

が
：而
，ネ

^
v
,は
事
賞
彼
れ
の
雜
濟
：學

.說
の
安
ん
す
.：る
秘
奥
の
粮
辨
で
あ
る
。

而
'も
.
在

る

が

，
儘

に

事

，
物

，，
.
を

觀

，
察

せ

ん

さ

す

る

彼

れ

の

.

天

t
tは
其
の
後
繼
激
の
多
數
の
陷
れ

る
‘

I

[
:.iirII 

/ ■

す

如

き

、
這
般

.
の
潜
狂
，的
假
定

i

シ
生
す
る
放
慢
か
ら
彼
れ
を
救
つ
た
。
彼
れ
に
對
し
て
同
情 

蒲
き
獨
逸
の
經
濟
，學：者
す
ら
、彼
れ
が
私
利
公
益
ご
の
間
に
對
立
の
存
す
る
事
賞
を
確
然
主 

張
し
ウ

 

>
あ
る
こ
ご
を

.克
：

<
1
1

め
て
ゐ
，る
。
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K
d
e
s
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國
富
論

/
^
ょ
り
引
用
せ
る
魏
多
の 

章
句
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如
き
は
足
れ
で
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る
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斯
く
て
；

又
た
自
利
心
を
以
て
經
濟
行
爲
の
出
倏
點
ご
爲
せ
る

S
m
i
t
h

は
經
濟
行
爲 

が
正
義
の
準
則
の

支

：配
下
に
：置
か
る
可
.
^
こ
と
を
知
つ
て
居

C
V

た
。

「

各
人
は
彼
れ
が
正
義
の 

0 

則
を
侵
犯
せ
ざ
る
眼

，=
v

に
於
て
、完
全
に
其
：の
意
の
儘
に
自

i
j
の
利
益
を
退
及
す
る
の
自 

由
を
有
す
る

o
j (wealth 

of N
at
i
o
n
s
/
b
k
. 

IV. 

chap, 

ix,)。

而
し

.て「

國
富

'論〕

の
全
卷
を
通
じ
て
最 

も

嚴

列

な

る

章

句

，は

賤

劣

審

惡

，な

る

マ

1

力

ン

タ
ィ
ル
*シ
ス
テ
ム
の
諸
策
を
非
議
し
、而
し
て 

一
 

'國
に
於
け
る
一
小
部
分

.の
人
々
の
小
利
霖
を
糟
進
す
る
が
爲
め
に
、全
國
に
於
け
る
凡
ゆ
る 

他
の
部
分
の
人
々
の

.利

#

及
び

0
外
國
に
於
け
る
凡

'ゆ
る

.他
：
.の
人
々
の
を
れ
を
®
傷
す
る
商 

入
を
：冷

®

せ
る
も
の
で
あ
ウ
た

b 

v
ン： 

..一 

:

.

然
し

.な
が

-:ら
マ

ー

カ
ン
タ
ィ
ル
‘
シ
ク
ム
は

S
m
i
t
h

を
通
じ
て
之
れ
を
觀
察
す
る
多
數
の
人 

ホ
の
想
像
す
る

.が
如

..く
‘一

時
歐
洲
廣
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般
轉
来
し
づ
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あ
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し
制
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拘
來
の
制
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を

雜
十
セ
卷

(
M
l

九
：il

D

論

.
眺

マ

i
ヵ
ンチ

；-

ズ
ム
と
ア
ダ
ム

®X

ミス， 

第
-

V'

雜

ニ

1
T

九



、ペレ

米

る

•iS^ ■
nsl^

‘ユ 劍

©

力
、ル

'ぜ
ス
と

ダ
水

t e

.い
 

n
、

1

.
じ

1

ミ
’

紅

茶
.

.

'  

‘ 

U
,

.だ 
i、̂r
^
s
.
:
,
A
'
.
‘

じま；っ
' 

•デ：：.：

マ，，广
..、'て
....ニ
シ 

ノ
，
，
-
;
,

録
宴
會
至

.

便

：
料

理

.
，
セ

萬

子

：
は

，
御

，
滞
‘
じ

の

：
美

味

第
十
七

卷

ニ

ニ

九
四

)

論

眺

マ
一
ヵ
ン

チ
\
ス
ム

W

ア
ダ
ム
®

ス
ミ
ス
. 

第

七

號

二
三0

劍
始

せ
る
も
の
ヤ
は

な
か
ウ
た
。
生
：産

者：
友
び
商
人
は
商
業

m

義
が
#
:
狂
す

る

に
至

.る

久
し 

い
以
前
か
ら
其
の
時
代
に
於
け

る

ょ

も
遙
か
に
强
大

な
る
#
掘
を

施
さ
れ
、

繁
鎖

に
枯
ら
れ 

て
ゐ
た

"

マ
，
カ
ン
チ
タ
ス
.ト
は
彼
れ

等
の
後
繼
者
ょ

-CV

も
僅
か
に

1
4
^

遲
れ
た
，

る：
自
由
主 

義
者
で
あ
つ

4̂
。

狗
に

A
d
a
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S
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h

及
び
自
由
主
義

的

雜
辦
學
說

‘は
マ

I
:カ
ン

チ

ジ
ス
ト
の 

爭
業
を
繼

績
し
擴
服
す

る

も
の
ヤ

あ
つ
た
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